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坂田　義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

彩の国「新しい生活様式」安心宣言

　4 月 16 日に新型コロナウィルス感染症対策によ

る緊急事態宣言が全国に発出され、長いトンネルに

入りましたが、5 月 25 日にようやく全面解除に至

りました。そして、6 月からは学校の分散登校が始

まり、経済活動も含め少しずつ日常を取り戻しつつ

あります。しかし、今後もコロナと向き合いながら

の生活を強いられると同時に、不安な気持ちを払拭

できない状態が暫く続きそうです。

　専門家会議で提言された「新しい生活様式」も、

日本の社会のあり方を大きく変えるもので、やや不

便さを感じますが、そこは強い自覚と意識改革で乗

り切っていかなければならないと自分自身に言い聞

かせています。

　県からも各業界に対し「新しい生活様式」のガイ

ドライン策定の要請があり、組合としてもいち早く

対応しました。その結果大野知事から県の団体第 1

号として「認定証」いただくことができました。マ

スコミからも複数の塾に取材が入り、その対応に追

われたようです。

　振り返りますと、自粛要請の中でこれほど多くの

ことを体験し考えさせられたことは、過去にはな

かったでしょう。対面授業を続けた先生方は、感染

予防を徹底させながらの分散型時差授業の実施に多

くの時間と労力を費やされたことと思います。また、

オンライン授業に切りかえた先生方からも、様々な

声が届いています。初めうちは興味を示して聞いて

くれるが、2 週間を過ぎた辺りから、学習意欲の低

い子どもたちが散見されるようになる。また、PC

やタブレット・WiFi といったネット環境が整って

いない家庭もあるため、その子どもたちには対面で

の授業やらざるを得ない。そういった実情が伝えら

れています。

　前者については、授業の進め方や工夫で一定の成

果を上げておられる塾も当然あるでしょうが、後者

についてはネット環境の不備が大きな障害となり、

学力格差を生んでしまいます。残念ながら、埼玉県

では PC 一人当たりの保有率は全国レベルで下位と

なっています。私立学校においては、タブレットの

配布と学習システムの構築により、双方向のオンラ

イン授業が積極的に展開されていますが、公立学校

においては、大きな遅れが生じていることは否めま

せん。

　今後緊急事態が再来したとしても、子どもたちの

学びをしっかりと保障していくネット環境の整備が

急務です。このコロナを機に国や地方自治体が思い

切った施策を講じ、ネット社会に生きる未来の子ど

もたちの育成のために全力で取り組んでくれること

を強く願ってやみません。　
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学校紹介

井上　正美（大妻嵐山中学・高等学校長）

　この変化の激しい時代に、自立した女性となって

自信を持って生きていって欲しい。そのための力を

身につけるのが大妻嵐山です。

　自立した女性とは、どのような変化があったとし

ても、しっかりと大地を踏みしめて自らの力で歩い

ていける女性です。そのためには、学校で学んだ知

識だけでは足りません。なぜならば知識はあっとい

う間に古くなってしまうからです。大切なことは、

学校を卒業し社会に出てからも、必要なことを自ら

能動的に学び続ける姿勢です。そうした姿勢を持つ

人のことを、私たちは「アクティブラーナー」と呼

んでいます。別の言葉で言えば「自学自習力」持つ

人のことです。「自学自習」というと、人から教わ

らず、自分一人で黙々と勉強する人をイメージする

かも知れません。しかし、そうではありません。先

生方からどんなにたくさんの事を教えてもらって

も、自分で能動的に学ばない限り、本当の力にはな

りません。逆に自分で学ぶ姿勢や学ぶ力を身につけ

てさえいれば、何からでも誰からでも学ぶことがで

きます。「自学自習」とは、このように自ら学ぶ姿

勢や力を身につけ能動的に学ぶことを言います。

　大妻嵐山の先生方は、教えることにかけてはエキ

スパートがそろっています。でも、皆さんの質問が

「答えを教えてください」という質問だったらどう

でしょうか。皆さんは、先生方が教えてくれた答え

をその時はわかったつもりになると思います。でも、

その教えは時間が経てば忘れてしまうでしょうし、

その知識を活用することもできません。

本当に大切なことは、自分はどこがわかっていない

のかを考えて質問することです。例えば「自分はこ

うだと思うのに、どうして違うのでしょうか？」と

質問するなら、そこには自分の考えたことがたくさ

ん詰まっているので、簡単に忘れることはありませ

ん。質問するという受け身のように見える行動も、

実は能動的な学びの機会となっていきます。自学自

習する人の質問とは、このようにあるべきだし、大

妻嵐山生はそのような質問を発する人になって欲し

いと思います。

　皆さんは「守破離」という言葉を聞いたことがあ

るでしょうか。これは、武道や茶道の中で長い間大

切にされ続けている、習い事の本質を表した言葉で

す。私は、これが大妻嵐山の学びにも当てはまると

考えています。「守」とは、まず基本を教わること。

最初は先生や友達の助けを借りて、何とか自分でで

きるようになることです。そして次の段階の「破」

とは、身につけた基本を自分で改善していけるよう

になることです。更に「離」とは、自分で新しいも

のを生み出していける段階です。

　この「守破離」を例えば中学・高校時代を「守」、

大学時代を「破」、社会人としての時代を「離」と

みなすように長いスパンで考えることもできます

が、中学・高校の各3年間を3つの段階「守破離」

で考えることも可能です。1年生では自学自習のた

めの基本を身につけ、2年生でそこに新しい自分の

方法を加えて改善し、3年生になったら自らの方法

で新しい学びに踏み出していくということです。

　基本を身につけず、いきなり自由に革新的な事を

行おうとしても、それは「形無し」の失敗にしかな

りません。基本をしっかり身につけ、その上で自ら

の力で段階的に改善していけば、その先には「イノ

ベーション」と呼ばれる「型破り」の革新を引き起

こすことも可能になります。そして皆さんがそうな

ることが私たち大妻嵐山の全教職員の願いであり、

そのためにあらゆる支援を惜しみません。

大妻嵐山は、アクティブラーナーを育てます
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学校紹介

清水　直樹（文京学院高等部校長）

　今の教育を取り巻く状況を見ますと、まさに教育

の大変革期といっても過言ではありません。何が変

わるのか。何を変えなければならないのか。思考力、

判断力、表現力を身につけること。さらに英語では、

四技能を向上させること。それに対応していくため

の授業改革。

　では、なぜ今教育改革なのか。授業改革なのか。

これは現在進行している21世紀社会の様子を見れ

ば一目瞭然です。グローバル化の大波。例えば国内

の外国人労働者の数という一つの視点で見てみる

と、2002年に23万人であったのが15年後の2017

年には128万人に、今では150万人に増加してい

ると伝えられています。日本企業の約3割が外国人

留学生を採用しており、その傾向は年々高まってい

ます。自分が望まなくとも、皆さんが生きていく

フィールドは、もはや日本国内にとどまらず、世界

へと広がっていくはずです。次に科学の進歩。もち

ろんAI人工知能の驚異的な進歩。これからの私た

ちはAIとの闘いなのか、それとも共存なのか。AI

にはできない人間としての強みは何なのか。その答

えを、導き出していかなければなりません。そして、

そんな大きな変化の中での、人生100年時代。社

会での女性活躍への期待がますます高まっていま

す。その中で、皆さんは何をめざして何に取り組ん

でいくのか。

　そのための指針として、昨年の創立95周年の式

典で「BUNKYO100」という学校目標を発表しま

した。人生100年時代のこの21世紀を生きる皆さ

んが、これからの100年先の社会作りをめざして、

どんな人材として世の中に出て行く必要があるの

か、そのためにはどんな力を身につける必要がある

のか。

次の４つの目標に取り組んでいきます。

　　▼自立した学習者の育成。

　　▼世界標準の学力と人間力。

　　▼日本型教育の継承と発信。

　　▼人生100年時代の永久サポート校。

　まずは自立した学習者の育成。核になるプログラ

ムは探究活動です。身につける力は、課題発見力、

仮説検証力、論理的思考力、そしてプレゼンテーショ

ン力です。そしてその探究活動を支えるICTスキル。

全校Wi-Fi化、一人一台タブレットの環境提供。こ

の ICT 環境は、新たな学びの舞台を創造してくれ

ます。何より自分の意思で取り組んでいくことを可

能にします。21世紀社会での自立には ICT スキル

の向上は必須となります。

　次に世界標準の学力と人間力。自分の大きな武器

としての英語力。高３までに最低でもCEFR(セ

ファール )のB１以上つまり英検でいうと2級以上

の英語力を身につける。これが大きな目標となりま

す。そのために日常的に英語を使っていく環境作り

として、昨年、インターナショナルスクールと教育

提携しました。この教育提携校は全て英語で教育を

展開しており、さらには国際バカロレア校でもあり

ます。来年度の令和3年9月に現在の進学棟に移っ

てくる予定であり、お互いに刺激し合いながら、教

育を進めていく予定です。皆さんには、この環境を

活かしながら、英語力と共に世界市民となるための

多様性をぜひ高めていってほしいと期待しています。

　そして日本型教育の継承と発信。今世界では、日

本型教育の価値が高く評価されています。日々の生

活場面での礼儀やマナー、ルールを守るという規範

意識、そして毎日の清掃活動、放課後の部活動。す

べてが力になるはずです。品位、規律、尊重、情熱。

与えてくれるものは多様です。ただ単に取り組むだ

けではなく、この活動を通して、どのような人間に

なれるのかを明確にして、今まで以上にしっかりと

取り組んでほしいと思います。

　最後に人生100年時代の永久サポート校。創立

96年目の歴史ある私立学校の責務として、卒業生

としっかりとつながっていきます。母校として卒業

生のキャリアを生涯にわたって応援していきたい。

その中で、本年度も、社会で活躍する卒業生と在校

生である皆さんとをつなげていく機会を多く作りだ

し、高校時代に何をするべきかを考えてほしいと思

います。

　本校は本年度で創立96年目となります。創立者

島田依史子が掲げた「自立と共生」の建学の精神を

基礎としながら、この「BUNKYO100」を日々の

教育活動に具現化していくために、教職員一同、皆

さん一人ひとりに寄り添い、積極的に働きかけ、多

様な学びの機会を提供してまいります。

21世紀の指針「BUNKYO100」
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　5 月 25 日に首都圏でも緊急事態宣言が解除さ

れました。しかしまだ新学期が開かれていないと

ころがあるのでしょうか。残念なことです。

　本来日本では、この「緊急事態宣言」なるものは

必要のないものでした。これからその理由を述べ

ていきますが、その前に、この過剰自粛を促した宣

言が、どれほどの経済的犠牲を国民に強いたかに

思いを寄せなくてはなりません。これから日本は

大変な経済恐慌に突入していくでしょう。

　さて理由の第一は、新型コロナ患者では、重症者

や死者のほとんどが 60 歳以上の高齢者と基礎疾

患の持ち主に限られていることです。

　理由の第二は、2018 年のインフルエンザによ

る死者が 3000 人を超えたのに、その際自粛の必

要など要請されなかったという事実です。ちなみ

にコロナ死者は 6月 3日現在で累計 903 人。

　理由の第三は自粛要請が果たして功を奏したの

かという疑問が残ることです。スウェーデンは外

出規制を強制しなかったのに、厳しい規制を強い

た他の欧州諸国と死亡者数が異なりません。無症

状感染者、軽症感染者を増やすことで免疫力の獲

得を目指すという戦略も十分にあり得たのです。

もちろん高齢者や基礎疾患の持ち主には、厳しい

外出自粛が要求されますが。

　理由の第四。ウィルスは生体に寄生して初めて

活性化するのでその生体が死んでしまえば自分も

不活性になってしまいます。世界的にコロナ死者

が終息に向かっているのは、規制が功を奏したの

ではなく、一定の死亡者が出たためにウィルスが

自然に不活性化したためと考えられます。

　理由の第五は、欧米とアジアとの死者数の極端

な差にかかわります。世界の人口 100 万人当たり

の死者数を 6月 4日現在で見ますと、最高のベル

ギーは 821.60、日本は 7.14、最低のタイは 0.83

といった具合です。死者が少ないのは日本だけで

はなく、アジア諸国が軒並み 2桁から 3桁低い数

字を示しています。これは、生活習慣その他で説明

できる問題ではありません。

　ではアジア諸国と西欧諸国とは、どうしてこん

なに差がはなはだしいのでしょうか。筆者は素人

なので、推測の域を出ませんが、これには遺伝子的

な相性の問題に関係あるのではないかと思われま

す。ヒト白血球抗体の人種による違いが、ウィルス

性の伝染病に罹りやすいか罹りにくいかに大きく

関係しているという研究があります。断定はでき

ませんが、今のところこの仮説が一番説得力があ

りそうです。専門家の研究成果を待ちたいところ

です。

　理由の第六。新型コロナ患者から取り出した検

体からウイルス培養を試みた場合、発症から 8日

目までの検体からは培養できても、9 日目以降の

検体からは培養できません。これはウイルスが増

殖力を失ったことを意味します。増殖力がなけれ

ば感染も不可能です。つまり発病後 1 週間を経た

患者にはもはや感染力はないことになります。　

　以上見てきたように、若い世代に外出自粛を要

求するのは無意味で非合理です。新型コロナは、短

期間の感染力は猛烈ですが、大した疫病ではあり

ません。だから特に日本のように死者数が少ない

国では、欧米のマネをして緊急事態宣言による過

剰自粛などする必要はなかったのです。

緊急事態宣言は必要なかった

小浜　逸郎（評論家・国士舘大学客員教授）

1947年横浜生まれ。横浜国立大学工学部卒業。学校論、家族
論から思想・哲学・政治・経済まで幅広い評論活動を展開。
著書『癒しとしての死の哲学』『人はなぜ働かなくてはならな
いのか』（以上、洋泉社）、『方法としての子ども』『可能性と
しての家族』『男はどこにいるのか』（以上、ポット出版）、
『なぜ人を殺してはいけないのか』『弱者とは誰か』『新訳・
歎異抄』『福沢諭吉しなやかな日本精神』『デタラメが世界を
動かしている』『13人の誤解された思想家』（以上、PHP研究
所）、『吉本隆明　思想の普遍性とは何か』『大人への条件』
（以上、筑摩書房）、『時の黙示』（学藝書林）、『オウムと全
共闘』（草思社）、『日本の七大思想家』（幻冬舎）、『日本語
は哲学する言語である』（徳間書店）ほか多数

プロフィール

● 著書紹介

『まだMMTを知らない貧国大国
   日本  新しい「学問のすゝめ」』
　　　　　　　　　　　　　（徳間書店）
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数楽プリズムV 2 3

早乙女　勤（私立明法中学・高等学校元教頭）

はじめに

　「心が語り、体が受けるリズム、空間に湧き出る

リズムを息のような軽さで掬いこみ、織に流しこ

む。かたまる寸前のゼリーのような状態で、揺ら

いでいるうちに次の旋律が生まれる。ひと駒ひと

駒、フィルムのようだ。それが自然につながって

ゆく。･････」（志村ふくみ「色を奏でる」より）

　色のつながり、音のつながり、情報のつながり、

細胞のつながり、そして人のつながり。およそ自

然界に存在する“もの”のつながり方は、極論すれ

ば、あまねく“アナログ”ないし“デジタル”に行き

着くのではないか。つながり方は、そのまま存在

の証明になり、かけがえのない“命”の証ともなっ

ていると思う。

アナログ、デジタルって何？

　(1) アナログ analog

　・数えられないもの、連続したもの、数値化さ

　　れていないもの

　・時間など連続的量（例えば時間）を、他の連続

　　した量（例えば角度）で表示すること

　・アナログ時計や温度計

　・電圧・電流などの物理量

　(2) デジタル digital

　・数えられるもの（可算）。離散的な数値すなわ

　　ち整数値（digit）で表現されたもの

　・連続量を、とびとびな値（離散的な数値）とし

　　て表現（標本化・量子化）すること

　・コンピュータ　2 進数（0，1 表示）

　・デジタル時計

２　長所、短所？

　おおむね、アナログの長所はデジタルの短所で

あり、デジタルの長所はアナログの短所でもある。

長短を探ることによって、アナログとは何か、デ

ジタルとは何かが少しずつ見えてくる。

　右記の表で使われている「再現性」、「反復性」、

「劣化」は、次の意味で用いている。

再現性 ---- 対象を、如何に忠実に描き出しているか

　※再現性が高い → 本物を正確に描き出している

反復性 ---- 対象を、何度でも復元（コピー）できるか

　※反復性が高い → 何度でも復元可能

劣　化 ---- 対象が本来持っている能力や、情報量

が低下すること

　　　

３　それはアナログ、デジタル？

　数えることができるか（加算性）、リアルに映し

出されているか（再現性）、何度でも復元可能か

（反復性）

情報量の低減（劣化）、その他諸要素を確認してい

く中で、アナログとデジタルの違いが見えてくる。

４　数字のデジタル構造

数字の構造を考える。

たとえば、下図のように書かれた線分を 1,2,3,4

と名付けるとする。

4 種類あるので、組合せてみると

24－1（＝4C1＋4C2＋4C3＋4C4＝4＋6＋4＋1）

　　　＝15　通り

※上式の －１は、何も表示されないときを引いて

ある。　　　　　↓図２　　　

上図をさらに組合せると下図のようになる。

（数字 1,2,3,4,5,6,7,8,9,0）

また違った観点で見るとする（図 4）。

　　　　　7 個の辺があるので（単純に考えると

　　　　　27－1＝127 通り）、数字を作ると、図

　　　　　５のようになる。

　

　

　

　ここまで数字について考察した。アルファベッ

トではどうか。

図４では 7 個の辺 (7 セグメント）を使っている

ので、大文字、小文字 52 個のすべて異なる表記は

できない。たとえば、大文字の「D」と「O」では、同

じ形になる。

　また図6では16個の辺(16セグメント)を使っ

ているので、アルファベットの52個を表現できる。

↓図６　　　　　　　　　　↓図７

例として、図 7 では上文の大文字の「D」と「O」で

は区別できる。

おわりに

　「教える」という作業には、一方的な知識・技能

の刷り込みは不可避である。特に数学においては、

反復練習を通じて計算力も高めなければならず、

“おもしろくてためになる授業”との乖離に、我々

は常に頭を痛めている。

しかしそれでもなお、多くの先生方が教材研究に

取り組み、日々工夫努力されているのは、ひとえ

に生徒の“主体的な学び”の契機を作り出そうと

しているからに他ならない。

すく おり

かな

あかし
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私立明法中学・高等学校　元教頭

日本数学教育学会実践研究推進部　幹事

プロフィール

はじめに

　「心が語り、体が受けるリズム、空間に湧き出る

リズムを息のような軽さで掬いこみ、織に流しこ

む。かたまる寸前のゼリーのような状態で、揺ら

いでいるうちに次の旋律が生まれる。ひと駒ひと

駒、フィルムのようだ。それが自然につながって

ゆく。･････」（志村ふくみ「色を奏でる」より）

　色のつながり、音のつながり、情報のつながり、

細胞のつながり、そして人のつながり。およそ自

然界に存在する“もの”のつながり方は、極論すれ

ば、あまねく“アナログ”ないし“デジタル”に行き

着くのではないか。つながり方は、そのまま存在

の証明になり、かけがえのない“命”の証ともなっ

ていると思う。

アナログ、デジタルって何？

　(1) アナログ analog

　・数えられないもの、連続したもの、数値化さ

　　れていないもの

　・時間など連続的量（例えば時間）を、他の連続

　　した量（例えば角度）で表示すること

　・アナログ時計や温度計

　・電圧・電流などの物理量

　(2) デジタル digital

　・数えられるもの（可算）。離散的な数値すなわ

　　ち整数値（digit）で表現されたもの

　・連続量を、とびとびな値（離散的な数値）とし

　　て表現（標本化・量子化）すること

　・コンピュータ　2 進数（0，1 表示）

　・デジタル時計

２　長所、短所？

　おおむね、アナログの長所はデジタルの短所で

あり、デジタルの長所はアナログの短所でもある。

長短を探ることによって、アナログとは何か、デ

ジタルとは何かが少しずつ見えてくる。

　右記の表で使われている「再現性」、「反復性」、

「劣化」は、次の意味で用いている。

再現性 ---- 対象を、如何に忠実に描き出しているか

　※再現性が高い → 本物を正確に描き出している

反復性 ---- 対象を、何度でも復元（コピー）できるか

　※反復性が高い → 何度でも復元可能

劣　化 ---- 対象が本来持っている能力や、情報量

が低下すること

　　　

３　それはアナログ、デジタル？

　数えることができるか（加算性）、リアルに映し

出されているか（再現性）、何度でも復元可能か

（反復性）

情報量の低減（劣化）、その他諸要素を確認してい

く中で、アナログとデジタルの違いが見えてくる。

４　数字のデジタル構造

数字の構造を考える。

たとえば、下図のように書かれた線分を 1,2,3,4

と名付けるとする。

4 種類あるので、組合せてみると

24－1（＝4C1＋4C2＋4C3＋4C4＝4＋6＋4＋1）

　　　＝15　通り

※上式の －１は、何も表示されないときを引いて

ある。　　　　　↓図２　　　

上図をさらに組合せると下図のようになる。

（数字 1,2,3,4,5,6,7,8,9,0）

また違った観点で見るとする（図 4）。

　　　　　7 個の辺があるので（単純に考えると

　　　　　27－1＝127 通り）、数字を作ると、図

　　　　　５のようになる。

　

　

　

　ここまで数字について考察した。アルファベッ

トではどうか。

図４では 7 個の辺 (7 セグメント）を使っている

ので、大文字、小文字 52 個のすべて異なる表記は

できない。たとえば、大文字の「D」と「O」では、同

じ形になる。

　また図6では16個の辺(16セグメント)を使っ

ているので、アルファベットの52個を表現できる。

↓図６　　　　　　　　　　↓図７

例として、図 7 では上文の大文字の「D」と「O」で

は区別できる。

おわりに

　「教える」という作業には、一方的な知識・技能

の刷り込みは不可避である。特に数学においては、

反復練習を通じて計算力も高めなければならず、

“おもしろくてためになる授業”との乖離に、我々

は常に頭を痛めている。

しかしそれでもなお、多くの先生方が教材研究に

取り組み、日々工夫努力されているのは、ひとえ

に生徒の“主体的な学び”の契機を作り出そうと

しているからに他ならない。

図 1

←図 4 ↓図 5

↓図 3
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万葉集・つばらつばら（14）

布浦　万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）

万葉集からコロナ対策を学ぶ

　万葉集の第 15 巻に「遣新羅使人等、別れを悲

しびて贈答し、また海路にして情を慟して思ひを

陳べ、併せて所に当りて誦ふ古歌」と題した歌が

ある。

　この巻には 736 年（天平 8 年 ) に新羅に遣わ

された使人たちの歌が 145 首残されている。特

にこの巻は「心はずまない巻」とも「悲劇の遣新

羅使の巻」とも言われている。

　この年に新羅へ派遣された一行の人数などは不

明であるが、大宝年間に記された「三国私記」に、

「日本国使至。搏二百四人」とあるので遣唐使と

同じように天皇の命を受けた大使、副使、判官、

録事、医師等々、約 200 人前後が遣わされたで

あろうと思われる。勿論、手漕ぎの船であった。

　私は数年前、この遣新羅使たちが難波津（現在

の大阪港）を出港し、瀬戸内海を通り大宰府まで

の海路の 1部である岡山県と広島県を万葉学会が

チャーターした船に乗り、その足跡を辿った講義

に出席した。

　736 年（天平 8 年）に派遣された遣新羅使た

ちが「潮待ち」、「風待ち」し、寄港した風早の浦

や鞆の浦、倉橋島等々へ足を運んだが、入り江（港）

の各所には、彼らが詠んだ歌が歌碑となって今に

伝えられていた。

　さて、この船が派遣される前年の 735 年、新

羅が無断で「王城国」と国号を改変したことに対

し、日本は来朝した国使の拝朝を許さず新羅へ追

い返した事件があった。この事件が後を引いたか

と思わされるのが、阿倍継麻呂を大使として天平

8 年 (736 年 ) に派遣された「悲劇の遣新羅使」

である。一行は新羅へ渡ったにも係わらず外交使

節としての待遇を受けられず、無念の帰国を強い

られている。その上、悲劇は尚も続いた。

　大使であった継麻呂は、当時新羅で流行してい

た天然痘（疫病）に罹り、翌年の 737 年（天平 9年）

に帰国途中の対馬で客死している。この船には、

継麻呂の次男が随行しており、継麻呂と次男の歌

が万葉集に残されている。2首とも新羅へ向かう

途中の歌である。

　　　　　　＜安倍継麻呂の歌＞

　あしひきの山下光る　黄葉の散りの乱ひは　今

日にもあるかも

　よもや帰国の途で黄泉の国に往くとは知らずの

継麻呂の歌だけに感慨深いものがある。

　　　　　　＜大使之第二男の歌＞

　秋風は日に異に吹きぬ我妹子は　いつとか我れ

を斎ひ待つらむ

　また、次男は遥かな都に残してきた妻がどれほ

ど自分の帰りを待ち焦がれているだろうかと妻へ

の思慕の情を詠んでいる。

　同行した雪連宅満は壱岐で同じ病で没している。

　当時の都には天然痘が流行り、総人口約 860

万人中、罹患者は約 100 万人〜150 万人と「続

日本書紀」は記している。特に 45 代聖武天皇の

皇后であった「光明子」の 4 兄弟が 3 か月の間

に次々と天然痘で死亡している。左大臣の藤原武

智麻呂、太政大臣を追贈された藤原房前、参議だっ

こころ いたみ

の うた

あべのつぐなまろ

もみちば まが

け

いは

ゆきのむらじやかまろ

ふじわらのたけ

ふじわらのふさまえちまろ
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た藤原麻呂、常陸守であった藤原宇合である。政

治の中心にいた錚々たる人物たちが天然痘で亡く

なり、政治の機能は麻痺していった。勿論、多く

の庶民たちもこの天然痘で命を落としている。

　天平年間に政治を担っていた公卿たちが、天然

痘の流行でどれぐらい入れ替わったかを調べた文

献がある。それによると、流行前に 92 名だった

政治の中心にいた公卿たちが、流行後には 56 名

に減少している。トップクラスの公卿たちのうち、

三分の一が死亡した可能性が高いということにな

る。

　天然痘は唐や新羅から入って来たと考えていた

中央政府は、拡大の危機感を感じていた。737 年

（天平 9 年）に帰国の途に就いた遣新羅使船の入

港を禁じ、大宰府沖に繫留させまま乗員全員の上

陸を一切許可しなかったのである。副使であった

大伴三中も天然痘に罹り、大宰府へは暫く上陸が

許されず帰京が大幅に遅れている。

プロフィール

＊万葉集「まほろばの会」主宰

＊萬葉学会会員

＊茨城県民大学万葉集講師

＊その他、各地で万葉集講座講師・講演活動を行う

＊アメリカ・ホノルルにて万葉集を講演

＊国連ヨーロッパ本部（ジュネーブ）にて万葉集を講演

＊J K K副代表

  ＊一般財団法人つくば市国際交通協会理事長

＊公益財団法人茨城県国際交流協会理事

　新型コロナの流行に対し、薬も治療方法もない

のは、1300 年前も同じである。しかし、たった

1 つ同じ方法を取っていた。それは、「隔離」対

策である。当時も人と人との接触により、病が拡

大していくことは知っていたのである。

　この時の政府は、天然痘対策として租税の免除

や作付け籾を提供し、あるいは病人や体の弱い人

には食べる物を与えたりしているのである。新型

コロナ対策として今、講じられている対策は1300

年前に取られていた対策そのものである。万葉集

から新型コロナ対策を学ぶことは多い。

ふじわらのまろ ふじわらのうまかい
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大水　秀樹（東星学園中学校高等学校　数学科）

　中学 3 年生で学ぶ因数分解をタイルで行う方

法を紹介します。ここでは公式が 4 つでてきま

すが、すべてこの方法で解決できるのです。私が

教師になってまもなく，今回紹介するタイルを利

用して因数分解をするという方法を考えました。

最近では教科書にもその方法がでていますが，紹

介されているのは第 2 項と定数項がプラスの数

の場合のみのようです。実はマイナスの場合や和

と差の積もこれで解決できます。この方法を思い

ついたときはうれしくて厚紙でタイルを作って教

室にもっていきました。全員にタイルを作らせて

それを用いて授業を行いました。やがて分配法則

もタイルで説明が付き，さらに平方根，2 次方程

式の平方完成など、中学 3 年生の学習内容には

図で説明がついてしまう内容が豊富にあることに

気が付きました。式で説明するよりも図で見せる

ほうがわかりやすく，たのしい授業展開となりま

す。

(1) 多項式の乗法の授業で

　中学 2 年次に分配法則を学びますが，これを

図で説明することから入ります ( 図 1)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1

使用する図は長方形。これを面積で考えます。長

方形の面積は縦 × 横。2 つの図形をくっつける

と分配法則が出来上がります。

　ここでのポイントは面積を図の中に書き込ませ

ることです。分配法則の図を 2 つくっつけると

   （a+b）（c+d）=ac+ad+bc+bd  

が出てきます ( 図 2)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2

　練習の際には図を使って解くことをさせてみま

した。その後に乗法公式が出てきますが、引き続

き面積の考え方で実施しました。これを十分に積

むと，後に行う因数分解がわかってくるようです。

(2) 因数分解の授業で

　まず因数分解のタイルをみんなで作ります ( 資

料 1)。出来上がったらこれをもとに話を勧めま

す。ここでタイルの種類一つ一つの長さについて

の説明をします。これが重要要素になります。

　x  のタイル・・・正方形で縦も横も x

　x  のタイル・・・縦 ( 長辺 ) が x，横 ( 短辺 )

　　　　　　　　　 が 1

　‒x のタイル・・・縦 ( 長辺 ) が x，横 ( 短辺 )

　　　　　　　　　 が－1

　1 のタイル・・・縦も横 1

　－1 のタイル・・・一辺が 1、他辺が－1

　次の例でタイルを用いて例題の説明をします。

　例：x  +3x+2=(x+1)(x+2)

これは x  のタイルが 1 枚、x のタイルが 3 枚、

1 のタイルを 2 枚用意します。これを長方形にし

きつめると正解が出てきます ( 図 3 左 )。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 3

同様に　x  -5x+6=(x-2)(x-3)( 図 3 右) となりま

タイルでできる因数分解！
す。練習プリントも用意し、タイルを用いて解か

せます。すべて図を書かせるように取り組ませる

と、次第にコツがわかってくる生徒が出てきて，

タイルを並べなくても図を書けるようになってき

ます。さらに正方形にしきつめる 2 乗のパター

ン ( 図 4) などもできます。

　　　　x  +2x+1=(x+1)

　　　　x  - 4x+4=(x-2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 4

　次の時間には工夫が必要な授業展開になります
( 図 5)。

例：(1) x  +x-6=(x-2)(x+3)

      (2) x  -4=(x+2)(x-2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5

例えば (1) の場合，x  のタイルが 1 枚、x のタ

イルが 1 枚，－1 のタイルが 6 枚用意します。こ

の時点で x  のタイルは左上、x のタイルは x　  

のタイルの右か下に，－1 のタイルは右下に配置

することを確認しておきます。そうすると、この

問題では長方形には敷き詰められません。タイル

が足りないのです。そこで空いた部分にタイルを

補う発想をさせます。

　これは x と‒x のタイル同数を補うことで解決

できることに気が付く生徒が出てきます。または

気が付くように誘導します。私はこれをオタスケ

タイルと名づけました。プラスとマイナスの配置

を逆にしてしまうと打ち消しあって成り立ちませ

んので，この点に注意をうながします。これも

10 題くらいの練習プリントを配ってやらせまし

た。必ず図を書くようにさせるとタイルを並べな

くても図が書けるようになってきます。ちなみに

(1) の正解は図 6 になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 6

　さて、教科書ではタイルを用いた因数分解が紹

介されるようになりました。以前この方法に十分

時間をかけてから教科書のようにタイルを使わな

い従来の方法を紹介したこともありました。その

ときの生徒の反応は「タイルのほうが考えやすい」

とのことでした。昨年度の中学 2 年生 ( 基礎クラ

ス ) の授業でこれを実施してみました。2 月の終

わりころ 3〜4 回の授業でおこないましたが，早

くできる生徒そうでない生徒はいるものの，ほと

んどの生徒がタイルで解けるようになりました。

中学 3 年生の最初の授業で乗法公式と因数分解

が出て来ます。その予習をしたわけです。残念な

がら緊急事態宣言で休校になってしまいました

が，生徒がひらめいた表情やできたときに喜ぶ姿

があったので実施してよかったと思っています。

　なお，中学 3 年生の学習内容は相似を除いて

すべて 2 乗の内容になります。平方根や 2 次方

程式でもこれらの図は役に立つことになります。

式で見るよりも図で見たほうが分かりやすいよう

です。

　  今回の紹介は以上になります。なお，練習プ

リントは混乱を避けるためパターンを分けて配布

しました。また、授業で使用しているタイルを実

際につくって並べてみることをお勧めします。い

ろいろと発見することがあると思います。
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　中学 3 年生で学ぶ因数分解をタイルで行う方
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わりころ 3〜4 回の授業でおこないましたが，早

くできる生徒そうでない生徒はいるものの，ほと

んどの生徒がタイルで解けるようになりました。
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が出て来ます。その予習をしたわけです。残念な

がら緊急事態宣言で休校になってしまいました

が，生徒がひらめいた表情やできたときに喜ぶ姿

があったので実施してよかったと思っています。

　なお，中学 3 年生の学習内容は相似を除いて

すべて 2 乗の内容になります。平方根や 2 次方

程式でもこれらの図は役に立つことになります。

式で見るよりも図で見たほうが分かりやすいよう

です。

　  今回の紹介は以上になります。なお，練習プ

リントは混乱を避けるためパターンを分けて配布

しました。また、授業で使用しているタイルを実

際につくって並べてみることをお勧めします。い
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宇野　和秀（椿峰進学塾長・一般社団法人全国教育問題協議会理事）

１．新型コロナウイルスの蔓延する中、外出する

ことができず巣ごもりの生活を余儀なくされ鬱々

とした気分でいるせいか、落ち着かずいろいろな

ことが頭に浮かんでくる。「コロナ の感染はいつ

終息するのか」、「外出が自由になる日がいつ来る

のか」、「外出できても二次感染の恐れはないの

か」、「９月入学の動きはどうなるのか」など、取

り留めもない思いが次々に頭に浮かんでくる。仕

事がら今回のコロナ禍で特に気になったのがオン

ラインでの授業についてであった。自宅にいなが

らオンラインで授業を受けられるということはと

ても便利で、感染防止のためにもとても有効で

あったと思われるが、今後これが恒常化したらど

うであろうか。オンライン授業が、生徒の細かい

息使いや直に感じる心の繋がり、微妙な表情を読

み取るのに対面授業よりも効果があるとはどうし

ても思えないのだ。だがそれが目の前にじわじわ

と迫ってきている。徐々に AI が人間にとって代

わろうとしているのだ。

２．私は、人工頭脳研究の世界的権威者レイ・カー

ツワイルの著書で世界に大衝撃を与えた『The  

Singularity  Is  Near  :  When  Humans  

Transcend  Biology 』の 日 本 語 訳『ポ ス ト・

ヒューマン誕生―コンピュータが人類の知性を超

えるとき』を読んで非常に衝撃を受けた。こんな

ことがあるはずがない、絶対にあってほしくない

と強く感じたのがシンギュラリティ（技術的特異

点）の到来ということである。これはレイ・カー

ツワイルが提唱したもので、人工知能（AI) が発

達し人間の知能を超えることによって人間の生活

に大きな変化が起きることをいう。そしてこれが

実現するのが 2045 年（2045 年問題）であると

いう。しかし 2045 年になって急激に変化するわ

けではなく、もうすでにその流れが徐々に始まっ

ているというのだ。

　・2020 年代

　　　特定の部分において人と肩を並べるか、ま

　　たはそれ以上の知能を持った AI が出現する

　　（自動運転や単純作業をロボットに置き換え

　　る）。

　・2030 年代

　　　ナノ（10 億分の１）テクノロジーの集結

　　によるナノロボットを体内に移植し、体内で

　　の DNA 編集を通して多くの病気の治療に活

　　躍する。

　・2045 年代

　　　AI が人間の中に組み込まれていって人間

　　は AI すなわちテクノロジーと一体化し、想

　　像を絶するほど急激な進化を遂げ、その先ど

　　うなるのか全く予想不可能な臨界点に到達す

　　る。バイオロジカルな存在である人類が、遺

　　伝学、ナノテクノロジー、ロボット工学分野

　　における未曾有の発展と合体することによっ

　　て創造を超える高い知能と、耐性、理解力、

　　記憶力などを備えた、まったく新しい存在に

　　進化していく。

　
　これが近い将来私たちの身に起ってこようとし

ていることである。私は不安になり、ある国立病

院の脳外科の先生にこの問題について尋ねたとこ

ろ、「2045 年という期日は定かではないが、必

ず実現する日が来るでしょう。人体にはもうすで

に、コンタクトレンズ、ペースメーカー、インプ

ラントなどを体内に移植し大いに役立っています

よ」との答えが返ってきた。コンタクトレンズ、

ペースメーカー、インプラントは AI ではないが

人間の体内にそれらの機材が取り付けられている

ことを考えれば、ナノサイズのコンピュータを体

内に移植することはそれほど困難なことはないか

もしれない。人類の考えうる最大級のアイデアで

あるシンギュラリティが達成されれば、過去何百

万年もの間に起ったすべての変化を次のたった 5

2045年―人間がロボット化する日
―シンギュラリティ到来の衝撃―

分で凌駕し、また自己をバックアップすることで

人間はもはやたった一つの肉体に閉じ込められる

ことなく半永久的に寿命を延ばすことができ、時

空を超えて様々な人と会話ができるという。SF

映画の世界が現実に目の前に展開されそうだ。

　　

　2045 年に到来するといわれているシンギュラ

リティについては、「強いシンギュラリティ」に

なるか、「弱いシンギュラリティ」になるかの二

つの予測がなされているようだ。

強いシンギュラリティ

　AI が超知能として自ら発展し、人間を完全に

淘汰してしまうという考え。AI は、人間にとっ

ての「最後の発明」と呼ばれ、AI が次世代の進

化を繰り返すなか、人間は完全に置き去りにされ

てしまうという。

弱いシンギュラリティ

　人間と人工知能が合体し、文字通り共存してい

くという考え。AI と人間が互いに弱い部分を補

填しあうことで、より良い生命体に進化していく

という。

　人間の知能に対して AI の知能がすさまじい進

化を遂げているいま、私たちが昨日の便利さよ

りも今日の便利さを、今日の便利さよりも明日の

便利さを求め、次々と開発される機材を買い求め

ていくうちに , 気づいたら自分の体が AI に支配

されているかも知れないのだ。この流れはもうだ

れにも止めることができない。科学技術の進歩は、

生物としての人間をロボット化して終了するの

だ。せめて「弱いシンギュラリティ」で終了して

くれることを願っている。

３．どこまでも便利さを追求する私たちとは対極

にあり、シンギュラリティの及ばないアーミッ

シュという集団があることをご存じだろうか。彼

らは 18 世紀にアメリカに入植し、現在オハイオ

州、ペンシルバニア州、カナダのオンタリオ州な

どに居住するスイスを故郷とするドイツ系移民

で、人口は２０万人を超えるといわれている。アー

ミッシュは文明の最先端ともいえる現在のアメリ

カ社会の中に生活しながら、現代文明に完全に背

を向け、今日まで入植当時の生活様式を保持し、

「質素に暮らすことが便利に暮らすことよりも大

切なことだ」という固い信念のもとに、大家族単

位で農業を営み、電気を引かず、自動車、電話、

テレビ、掃除機、コンピュータなどの電化製品を

一切使うことなく、馬車、風車、井戸水、薪、水

力発電を利用するという入植当時の質素な自給自

足の生活を守り続けているという。1985 年に

アーミッシュを取り上げた映画『 刑事ジョン・

ブック ―  目撃者 』で広く知られるようになっ

たせいか、アーミッシュの数は年々増加し、また

彼らの居住地域を訪れる観光客も増え続けている

という。

　アーミッシュの生活様式は、SSK レポートで

学修塾ダンデリオン塾長の本荘雅一先生が取り上

げていらっしゃる老子の思想「根源に帰る」、「自

然への復帰」、「あるがままに」などに相通ずるも

のであるように思われる。

　新型コロナウイルスの蔓延で世界が激震してい

るが、そのあとに人間の運命を大きく変える事態

が待ち受けている。私たちは将来どのように科学

技術と関わっていけばいいのか、このまま流れに

任せていけばいいのか、この問題について真剣に

考えてみる時期が来ているのではないだろうか。

　　　　　　　　心はどこへ　　　　　宇野和秀

　　現在のすさまじい　科学技術の進歩の中で

　　心を失ってしまった　ぼく

　　いま　快適さ　便利さを　どこまでも

　　追い求めて　さまよっている

　　現在のおびただしい　情報化社会の中で

　　心を失ってしまった　わたし

　　いま　氾濫している情報の海に

　　浮き沈みしている

　　凛とした心をもって　凛とした生き方を

　　示してくれた　私たちの先祖を

　　時代遅れとして捨て去った　私たち

　　どこへ行ったの　わたしの心

　　いくら捜しても見つからない　ぼくの心

　　嗚呼
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１．新型コロナウイルスの蔓延する中、外出する

ことができず巣ごもりの生活を余儀なくされ鬱々

とした気分でいるせいか、落ち着かずいろいろな

ことが頭に浮かんでくる。「コロナ の感染はいつ

終息するのか」、「外出が自由になる日がいつ来る

のか」、「外出できても二次感染の恐れはないの

か」、「９月入学の動きはどうなるのか」など、取

り留めもない思いが次々に頭に浮かんでくる。仕

事がら今回のコロナ禍で特に気になったのがオン

ラインでの授業についてであった。自宅にいなが

らオンラインで授業を受けられるということはと

ても便利で、感染防止のためにもとても有効で
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息使いや直に感じる心の繋がり、微妙な表情を読

み取るのに対面授業よりも効果があるとはどうし

ても思えないのだ。だがそれが目の前にじわじわ
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わろうとしているのだ。

２．私は、人工頭脳研究の世界的権威者レイ・カー
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えるとき』を読んで非常に衝撃を受けた。こんな

ことがあるはずがない、絶対にあってほしくない

と強く感じたのがシンギュラリティ（技術的特異

点）の到来ということである。これはレイ・カー

ツワイルが提唱したもので、人工知能（AI) が発
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に大きな変化が起きることをいう。そしてこれが

実現するのが 2045 年（2045 年問題）であると

いう。しかし 2045 年になって急激に変化するわ

けではなく、もうすでにその流れが徐々に始まっ

ているというのだ。
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　　　特定の部分において人と肩を並べるか、ま

　　たはそれ以上の知能を持った AI が出現する

　　（自動運転や単純作業をロボットに置き換え

　　る）。

　・2030 年代

　　　ナノ（10 億分の１）テクノロジーの集結

　　によるナノロボットを体内に移植し、体内で

　　の DNA 編集を通して多くの病気の治療に活

　　躍する。

　・2045 年代

　　　AI が人間の中に組み込まれていって人間

　　は AI すなわちテクノロジーと一体化し、想

　　像を絶するほど急激な進化を遂げ、その先ど

　　うなるのか全く予想不可能な臨界点に到達す

　　る。バイオロジカルな存在である人類が、遺

　　伝学、ナノテクノロジー、ロボット工学分野

　　における未曾有の発展と合体することによっ

　　て創造を超える高い知能と、耐性、理解力、

　　記憶力などを備えた、まったく新しい存在に

　　進化していく。

　
　これが近い将来私たちの身に起ってこようとし

ていることである。私は不安になり、ある国立病

院の脳外科の先生にこの問題について尋ねたとこ

ろ、「2045 年という期日は定かではないが、必

ず実現する日が来るでしょう。人体にはもうすで

に、コンタクトレンズ、ペースメーカー、インプ

ラントなどを体内に移植し大いに役立っています

よ」との答えが返ってきた。コンタクトレンズ、

ペースメーカー、インプラントは AI ではないが

人間の体内にそれらの機材が取り付けられている

ことを考えれば、ナノサイズのコンピュータを体

内に移植することはそれほど困難なことはないか

もしれない。人類の考えうる最大級のアイデアで

あるシンギュラリティが達成されれば、過去何百

万年もの間に起ったすべての変化を次のたった 5

京都府生まれ。塾講師8年経験した後、1990年所沢に
「椿峰進学塾」を開塾して現在に至る。
著書①『子どもをだめにする親・伸ばす親』（主婦の友
社）②『子どもが10歳になるまでに親はコレさえすれば
いい』（教育資料出版会）≪①と②は学校外教育研究会の
共著≫ 
③『現代教育の危機そして再考』（文芸社）

所属団体（一社）全国教育問題研究会理事　

　　　　「中国古典研究会」主宰

プロフィール

分で凌駕し、また自己をバックアップすることで

人間はもはやたった一つの肉体に閉じ込められる

ことなく半永久的に寿命を延ばすことができ、時

空を超えて様々な人と会話ができるという。SF

映画の世界が現実に目の前に展開されそうだ。

　　

　2045 年に到来するといわれているシンギュラ

リティについては、「強いシンギュラリティ」に

なるか、「弱いシンギュラリティ」になるかの二

つの予測がなされているようだ。

強いシンギュラリティ

　AI が超知能として自ら発展し、人間を完全に

淘汰してしまうという考え。AI は、人間にとっ

ての「最後の発明」と呼ばれ、AI が次世代の進

化を繰り返すなか、人間は完全に置き去りにされ

てしまうという。

弱いシンギュラリティ

　人間と人工知能が合体し、文字通り共存してい

くという考え。AI と人間が互いに弱い部分を補

填しあうことで、より良い生命体に進化していく

という。

　人間の知能に対して AI の知能がすさまじい進

化を遂げているいま、私たちが昨日の便利さよ

りも今日の便利さを、今日の便利さよりも明日の

便利さを求め、次々と開発される機材を買い求め

ていくうちに , 気づいたら自分の体が AI に支配

されているかも知れないのだ。この流れはもうだ

れにも止めることができない。科学技術の進歩は、

生物としての人間をロボット化して終了するの

だ。せめて「弱いシンギュラリティ」で終了して

くれることを願っている。

３．どこまでも便利さを追求する私たちとは対極

にあり、シンギュラリティの及ばないアーミッ

シュという集団があることをご存じだろうか。彼

らは 18 世紀にアメリカに入植し、現在オハイオ

州、ペンシルバニア州、カナダのオンタリオ州な

どに居住するスイスを故郷とするドイツ系移民

で、人口は２０万人を超えるといわれている。アー

ミッシュは文明の最先端ともいえる現在のアメリ

カ社会の中に生活しながら、現代文明に完全に背

を向け、今日まで入植当時の生活様式を保持し、

「質素に暮らすことが便利に暮らすことよりも大

切なことだ」という固い信念のもとに、大家族単

位で農業を営み、電気を引かず、自動車、電話、

テレビ、掃除機、コンピュータなどの電化製品を

一切使うことなく、馬車、風車、井戸水、薪、水

力発電を利用するという入植当時の質素な自給自

足の生活を守り続けているという。1985 年に

アーミッシュを取り上げた映画『 刑事ジョン・

ブック ―  目撃者 』で広く知られるようになっ

たせいか、アーミッシュの数は年々増加し、また

彼らの居住地域を訪れる観光客も増え続けている

という。

　アーミッシュの生活様式は、SSK レポートで

学修塾ダンデリオン塾長の本荘雅一先生が取り上

げていらっしゃる老子の思想「根源に帰る」、「自

然への復帰」、「あるがままに」などに相通ずるも

のであるように思われる。

　新型コロナウイルスの蔓延で世界が激震してい

るが、そのあとに人間の運命を大きく変える事態

が待ち受けている。私たちは将来どのように科学

技術と関わっていけばいいのか、このまま流れに

任せていけばいいのか、この問題について真剣に

考えてみる時期が来ているのではないだろうか。

　　　　　　　　心はどこへ　　　　　宇野和秀

　　現在のすさまじい　科学技術の進歩の中で

　　心を失ってしまった　ぼく

　　いま　快適さ　便利さを　どこまでも

　　追い求めて　さまよっている

　　現在のおびただしい　情報化社会の中で

　　心を失ってしまった　わたし

　　いま　氾濫している情報の海に

　　浮き沈みしている

　　凛とした心をもって　凛とした生き方を

　　示してくれた　私たちの先祖を

　　時代遅れとして捨て去った　私たち

　　どこへ行ったの　わたしの心

　　いくら捜しても見つからない　ぼくの心

　　嗚呼
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教育に万能薬はない（下）
由紀　草一（元茨城県公立高校教諭）

第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。

　我が国の教育格差の固定度は、国際比較して

みれば、ＯＥＣＤ諸国の中では高くも低くもな

い（因みに高い方の代表はアメリカ、低い方は

フィンランド）、真ん中ぐらいで、それをもって

松岡亮二『教育格差』では、日本を「凡庸な教

育格差社会」と呼ぶ。「ちゅうくらい」ではなく

「凡庸」という（マイナスの）価値観が滲む言

葉を敢えて使うところに、著者のこだわりがあ

る。これをなんとかせねばならん、と彼は強く

訴えているのだ。

　どうも違和感が持たれる。社会科学は、まず

は価値中立で、各種のデータを冷静に検討して、

この社会の有様を明らかにするところに本務が

あるはずだ。というのは言わば一種のタテマエ

であって、実際は「社会はこうあってほしい／

こうあるべきだ」という願望は誰にでもあるし、

それは実際社会研究のモーティベーションになっ

ているだろう。

　問題は、クールな社会分析と、「あるべき社会」

像との距離感。現実の条件を無視した「理想論」

は結局は生産的ではない。

　こんな譬えはどうだろう。野球の試合で、「バッ

ター全員がホームランを打てば、勝てる」とい

うのは。プロ同士の試合であっても、絶対にあ

り得ないとは言えない。第一、ホームランを打

つバッターは現にいる。他の選手だって、努力

してできないはずはない、……などとばかり言っ

ている人は監督やコーチにはなり得ない。ホー

ムランを打つ者も打てない者もいて、有名なホ

ームランバッターであってもいつも打つとは限

らない。総じて言えば、打てないことのほうが

多い。これを動かしがたい条件として、その上

で、なんとか勝てるように作戦を立てるのがプ

ロの仕事というものだ。

「何を当り前のことを」と言われるかも知れな

い。が、教育論議の世界では上の類の「理想論」

は決して珍しくない。「先生方がもっともっとち

ゃんとやれば教育はよくなるはずだ。現にすば

らしい成果を挙げている先生はいるのだから」

という具合に。もっとも、それはあくまで「理

想」であって、現実はなかなかそうはいかない

のだから、別に、地味に考えよう、というのな

ら、大人の態度であって、何も文句はない。

　困るのは、かなり本気で「理想」ばかり言い

立て、それこそが「教育論」だと思い込んでい

る人が多いように見受けることだ。何が困るの

かと言うと、二つあって、

（１）現実の困難には、解決策を考えるより、

むしろ積極的に目をつぶってしまいがちになる

こと。

（２）「それはできない」ということが、言葉や

現実で突きつけられると、「ではもう絶望だ」

となって話が終わってしまう。

　後者こそ、絶望的な事態と呼ばれるべきであ

ろう。夢のような理想論は、言葉は美しいが、

実際にはすぐにニヒリズムに結びつくのである。

　松岡たちを夢想家というわけではない。彼は

一方的な「理想」と「善意」だけで実施された

制度改革がひどい結果を招いた例として、「公立

高校の学校群制度」と「ゆとり教育」を挙げて

いる。前者は、高校間の学力格差を目立たなく

したが、その規制外にある私立学校の隆盛を招

いただけだし、後者は「ゆとり」即ち各家庭・

生徒の自由時間を増やしたことで、塾や家庭教

師などの教育手段を自力で与えやすいＳＥＳ上

位家庭を有利にした。

　ここで、この問題のための現実の条件の一つ

を明らかにしておこう。教育社会学以前に、多

くの人が教育格差が将来の希望実現と密接に結

びついていることを実感として知っているから、

むしろ学校在学中に格差が示されることこそ望

んでいる。特に、これによってよい結果を得る

ことを「前向きに」期待しているＳＥＳ上位家

庭はそうである。学校が生徒個々の格差を隠そ

うとするなら（日本の公立学校はその傾向が強

い）、別の手段で知ろうとする。教育行政はこれ

を無視し、学校群制度の他に、公立中学校から

都道府県全体を母集団とした偏差値を追放した。

その結果は、公立学校とは生徒と親に有用な指

標を与えようとしない、役立たずの制度・組織

だという印象だけを残した。

　この点でも、『教育格差』は示唆に富む。上

の二例を挙げ、トレード・オフのような「重い」

要素を考慮するのをいやがるような改革案は、

無益というより有害であることをちゃんと指摘

している。「教育に万能薬はない」（There is 

no panacea in education.）という言葉も

この本で初めて知った。それでも、改革を語る

段になると（第７章「わたしたちはどんな社会

を生きたいのか」）、とたんに情熱的な語り口に

なる。それが問題への取り組みの真摯さを示す

尺度になる、というのはよくある錯覚だが、著

者がそれに陥っていないことを願う。

　本書の前口上（prologue　Ｐ．015）は「人

には無限の可能性がある」なる、私などの若い

自分にはまだよく聞いたが（「人には〜」より

は「子どもには〜」の形が普通だったが）、近

頃では滅多に聞かれなくなった揚言から始まる。

敢えて言うが、これは端的にまちがい。人間と

は、時間的にも空間的にも限界がある生き物だ。

最低でも、寿命という時間的限界から自由な人

間などいない。

　それから、これもいただけない。「前例がない

こと（引用者註、社会から格差をなくすこと）

を達成するなんて無理だと諦めるのであれば、

目の前にあるのは茫漠な暗闇の中に漂いながら

わたしたちをせせら笑う虚無だけである」――
これは宮崎駿『風の谷のナウシカ』漫画版から

の言葉らしい（私もこの本は読んでいるが、こ

ういうのがあったかどうか忘れた）が、漫画や

アニメとは違って、世知辛い浮世＝憂き世を生

きている大人が口にするような言葉ではない。

人間社会である限り、常に格差はあったし、今

もある。これからも、とは、100パーセントの

確信をもっては言えないが、明日明後日なくな

ることはない、とは言える、と威張るほどもな

く自然に言える。

　それだと絶望だ、などと言われることには、

今は怒りを感じるようになった。「何様のつもり

だ？」。人間はいつでもどこでも、与えられた

条件の中で、「こちらのほうが幾分かはマシか」

を目指してシコシコ努力するしかない。「身の程」

がそういう意味だとすれば、萩生田は全く当然

のことを言ったまでである。

　著者だってそんなことはわかっているだろう。

しかし、こと教育となると、内容空疎な大言壮

語を言わねばならないという暗黙のルールでも

あるのだろうか、あまりに多く、それだけで過

ぎていく印象がある。もうやめませんか、この

風習だか癖だかは。

　それから、フェアではないことは承知で言う

と、著者たち学者はなんといってもデータ上の

数値を見ていろんなことを言うのが仕事なので、

実際の子どもを知らない。で、以下、参考まで

に。

　底辺校（偏差値的に下位）教師として目に映

じたことで言うしかないが、彼らは、「格差社会」

なんて観念の中を生きているわけではない。喧

嘩したり失恋したりバイトしたりして、できる

だけ楽しく日々を送ろうとしている。勉強はし

ない。一般試験で大学へ進学する者は皆無だが、

家が金を出してくれさえすれば、ＡＯ入試や推

薦で入るのはけっこう簡単なので、どこの学校

でも年に十人ぐらいはいる。それでも、勉強は

しない。その習慣もなく、意欲もない。

　その理由は、著書にも書いてある。生徒本人

だけではなく、親を初め周囲の大人も、学習で

成功した体験に乏しく、これに関してあまりよ

い思いはしていないので、積極的な興味の持ち

ようがないのである。もちろん、勉強ができた

おかげで社会的に成功する人物がいるのは知っ

ているが、それは別世界の話、と言っても大げ

さではない。生徒が悪いわけではなく、潜在的

な能力の有無もわからないが、何しろ、彼らの

生活意識の中に、五教科の学習習慣を植え付け

るのは、口で言うほど簡単ではない。

【それに、さすがに大きな声で言うのは憚られ

るが、そうしたほうがいいのかどうか、彼ら自

身のため及び世の中のためになるのかどうか、

どうも確信がない。大学へ行くのは、行かない

よりは必ず幸せだと、100パーセントの確信を

持って言える人、いますか？】

　それでも、これに関してやるべきことはある。

いや、残念ながら私などにはただこのような場

所で細々と訴えるしか出来ないのだが、できれ

ば、社会全体で取り組むべきことはある、と訴

えたいことはある。

　それは、金の問題である。能力も意欲もある

のに、家の経済状態が悪くて進学を断念する中

高生は今も存在する。まず何から手を着けるべ

きかと言えば、まちがいなく彼らであろう。

　現在、七人に一人が貧困児童だと言われてい

る。そうなったのは、政府の経済政策の失敗に

因るところが大きい。その問題を正面から取り

上げるいとまはとうていないので、今は学校に

直接関係することだけｗ言うと、奨学金の充実

を期すべきだろう。現在の主流である貸与型だ

と、貸すほうも、借りた方も、破綻することが

多い（金を返さない者も返せない者もいる）、

というニュースは、悲惨だし、なんかケチ臭い。

経済大国としては恥ずかしいような話ではない

か。給付型にしても、百億もあれば、かなりの

数の低ＳＥＳ出身者の修学を有効に支援できる

のだから、教育格差は問題だと本当に思うのな

ら、やるべきなのである。

　こういうと、すべて学校以外でやることで、

教師は何もしないのか、それは責任逃れではな

いか、なんて声が聞こえてきそうで、うんざり

すると同時に腹立たしい。逆に問いたい。学校

にすべてを押しつけておいて、自分は夢物語を

語るか悲憤慷慨して見せるだけなら、結局あな

たにとって教育なんてどうでもいいのではない

か。それなら、そう認めたらよい。

　学校には特に関心のない人はたくさんいるし、

それもまた我々がぶつからねばならない現実の

条件の一つである。また、空疎な大言壮語を吹

くぐらいなら、どう考えても自力だけでは出来

ないことは出来ないと認めるべきなのだ。その

ほうが結局は建設的なのだから。
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第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。

　我が国の教育格差の固定度は、国際比較して

みれば、ＯＥＣＤ諸国の中では高くも低くもな

い（因みに高い方の代表はアメリカ、低い方は

フィンランド）、真ん中ぐらいで、それをもって

松岡亮二『教育格差』では、日本を「凡庸な教

育格差社会」と呼ぶ。「ちゅうくらい」ではなく

「凡庸」という（マイナスの）価値観が滲む言

葉を敢えて使うところに、著者のこだわりがあ

る。これをなんとかせねばならん、と彼は強く

訴えているのだ。

　どうも違和感が持たれる。社会科学は、まず

は価値中立で、各種のデータを冷静に検討して、

この社会の有様を明らかにするところに本務が

あるはずだ。というのは言わば一種のタテマエ

であって、実際は「社会はこうあってほしい／

こうあるべきだ」という願望は誰にでもあるし、

それは実際社会研究のモーティベーションになっ

ているだろう。

　問題は、クールな社会分析と、「あるべき社会」

像との距離感。現実の条件を無視した「理想論」

は結局は生産的ではない。

　こんな譬えはどうだろう。野球の試合で、「バッ

ター全員がホームランを打てば、勝てる」とい

うのは。プロ同士の試合であっても、絶対にあ

り得ないとは言えない。第一、ホームランを打

つバッターは現にいる。他の選手だって、努力

してできないはずはない、……などとばかり言っ

ている人は監督やコーチにはなり得ない。ホー

ムランを打つ者も打てない者もいて、有名なホ

ームランバッターであってもいつも打つとは限

らない。総じて言えば、打てないことのほうが

多い。これを動かしがたい条件として、その上

で、なんとか勝てるように作戦を立てるのがプ

ロの仕事というものだ。

「何を当り前のことを」と言われるかも知れな

い。が、教育論議の世界では上の類の「理想論」

は決して珍しくない。「先生方がもっともっとち

ゃんとやれば教育はよくなるはずだ。現にすば

らしい成果を挙げている先生はいるのだから」

という具合に。もっとも、それはあくまで「理

想」であって、現実はなかなかそうはいかない

のだから、別に、地味に考えよう、というのな

ら、大人の態度であって、何も文句はない。

　困るのは、かなり本気で「理想」ばかり言い

立て、それこそが「教育論」だと思い込んでい

る人が多いように見受けることだ。何が困るの

かと言うと、二つあって、

（１）現実の困難には、解決策を考えるより、

むしろ積極的に目をつぶってしまいがちになる

こと。

（２）「それはできない」ということが、言葉や

現実で突きつけられると、「ではもう絶望だ」

となって話が終わってしまう。

　後者こそ、絶望的な事態と呼ばれるべきであ

ろう。夢のような理想論は、言葉は美しいが、

実際にはすぐにニヒリズムに結びつくのである。

　松岡たちを夢想家というわけではない。彼は

一方的な「理想」と「善意」だけで実施された

制度改革がひどい結果を招いた例として、「公立

高校の学校群制度」と「ゆとり教育」を挙げて

いる。前者は、高校間の学力格差を目立たなく

したが、その規制外にある私立学校の隆盛を招

いただけだし、後者は「ゆとり」即ち各家庭・

生徒の自由時間を増やしたことで、塾や家庭教

師などの教育手段を自力で与えやすいＳＥＳ上

位家庭を有利にした。

　ここで、この問題のための現実の条件の一つ

を明らかにしておこう。教育社会学以前に、多

くの人が教育格差が将来の希望実現と密接に結

びついていることを実感として知っているから、

むしろ学校在学中に格差が示されることこそ望

んでいる。特に、これによってよい結果を得る

ことを「前向きに」期待しているＳＥＳ上位家

庭はそうである。学校が生徒個々の格差を隠そ

うとするなら（日本の公立学校はその傾向が強

い）、別の手段で知ろうとする。教育行政はこれ

を無視し、学校群制度の他に、公立中学校から

都道府県全体を母集団とした偏差値を追放した。

その結果は、公立学校とは生徒と親に有用な指

標を与えようとしない、役立たずの制度・組織

だという印象だけを残した。

　この点でも、『教育格差』は示唆に富む。上

の二例を挙げ、トレード・オフのような「重い」

要素を考慮するのをいやがるような改革案は、

無益というより有害であることをちゃんと指摘

している。「教育に万能薬はない」（There is 

no panacea in education.）という言葉も

この本で初めて知った。それでも、改革を語る

段になると（第７章「わたしたちはどんな社会

を生きたいのか」）、とたんに情熱的な語り口に

なる。それが問題への取り組みの真摯さを示す

尺度になる、というのはよくある錯覚だが、著

者がそれに陥っていないことを願う。

　本書の前口上（prologue　Ｐ．015）は「人

には無限の可能性がある」なる、私などの若い

自分にはまだよく聞いたが（「人には〜」より

は「子どもには〜」の形が普通だったが）、近

頃では滅多に聞かれなくなった揚言から始まる。

敢えて言うが、これは端的にまちがい。人間と

は、時間的にも空間的にも限界がある生き物だ。

最低でも、寿命という時間的限界から自由な人

間などいない。

　それから、これもいただけない。「前例がない

こと（引用者註、社会から格差をなくすこと）

を達成するなんて無理だと諦めるのであれば、

目の前にあるのは茫漠な暗闇の中に漂いながら

わたしたちをせせら笑う虚無だけである」――
これは宮崎駿『風の谷のナウシカ』漫画版から

の言葉らしい（私もこの本は読んでいるが、こ

ういうのがあったかどうか忘れた）が、漫画や

アニメとは違って、世知辛い浮世＝憂き世を生

きている大人が口にするような言葉ではない。

人間社会である限り、常に格差はあったし、今

もある。これからも、とは、100パーセントの

確信をもっては言えないが、明日明後日なくな

ることはない、とは言える、と威張るほどもな

く自然に言える。

　それだと絶望だ、などと言われることには、

今は怒りを感じるようになった。「何様のつもり

だ？」。人間はいつでもどこでも、与えられた

条件の中で、「こちらのほうが幾分かはマシか」

を目指してシコシコ努力するしかない。「身の程」

がそういう意味だとすれば、萩生田は全く当然

のことを言ったまでである。

　著者だってそんなことはわかっているだろう。

しかし、こと教育となると、内容空疎な大言壮

語を言わねばならないという暗黙のルールでも

あるのだろうか、あまりに多く、それだけで過

ぎていく印象がある。もうやめませんか、この

風習だか癖だかは。

　それから、フェアではないことは承知で言う

と、著者たち学者はなんといってもデータ上の

数値を見ていろんなことを言うのが仕事なので、

実際の子どもを知らない。で、以下、参考まで

に。

　底辺校（偏差値的に下位）教師として目に映

じたことで言うしかないが、彼らは、「格差社会」

なんて観念の中を生きているわけではない。喧

嘩したり失恋したりバイトしたりして、できる

だけ楽しく日々を送ろうとしている。勉強はし

ない。一般試験で大学へ進学する者は皆無だが、

家が金を出してくれさえすれば、ＡＯ入試や推

薦で入るのはけっこう簡単なので、どこの学校

でも年に十人ぐらいはいる。それでも、勉強は

しない。その習慣もなく、意欲もない。

　その理由は、著書にも書いてある。生徒本人

だけではなく、親を初め周囲の大人も、学習で

成功した体験に乏しく、これに関してあまりよ

い思いはしていないので、積極的な興味の持ち

ようがないのである。もちろん、勉強ができた

おかげで社会的に成功する人物がいるのは知っ

ているが、それは別世界の話、と言っても大げ

さではない。生徒が悪いわけではなく、潜在的

な能力の有無もわからないが、何しろ、彼らの

生活意識の中に、五教科の学習習慣を植え付け

るのは、口で言うほど簡単ではない。

【それに、さすがに大きな声で言うのは憚られ

るが、そうしたほうがいいのかどうか、彼ら自

身のため及び世の中のためになるのかどうか、

どうも確信がない。大学へ行くのは、行かない

よりは必ず幸せだと、100パーセントの確信を

持って言える人、いますか？】

　それでも、これに関してやるべきことはある。

いや、残念ながら私などにはただこのような場

所で細々と訴えるしか出来ないのだが、できれ

ば、社会全体で取り組むべきことはある、と訴

えたいことはある。

　それは、金の問題である。能力も意欲もある

のに、家の経済状態が悪くて進学を断念する中

高生は今も存在する。まず何から手を着けるべ

きかと言えば、まちがいなく彼らであろう。

　現在、七人に一人が貧困児童だと言われてい

る。そうなったのは、政府の経済政策の失敗に

因るところが大きい。その問題を正面から取り

上げるいとまはとうていないので、今は学校に

直接関係することだけｗ言うと、奨学金の充実

を期すべきだろう。現在の主流である貸与型だ

と、貸すほうも、借りた方も、破綻することが

多い（金を返さない者も返せない者もいる）、

というニュースは、悲惨だし、なんかケチ臭い。

経済大国としては恥ずかしいような話ではない

か。給付型にしても、百億もあれば、かなりの

数の低ＳＥＳ出身者の修学を有効に支援できる

のだから、教育格差は問題だと本当に思うのな

ら、やるべきなのである。

　こういうと、すべて学校以外でやることで、

教師は何もしないのか、それは責任逃れではな

いか、なんて声が聞こえてきそうで、うんざり

すると同時に腹立たしい。逆に問いたい。学校

にすべてを押しつけておいて、自分は夢物語を

語るか悲憤慷慨して見せるだけなら、結局あな

たにとって教育なんてどうでもいいのではない

か。それなら、そう認めたらよい。

　学校には特に関心のない人はたくさんいるし、

それもまた我々がぶつからねばならない現実の

条件の一つである。また、空疎な大言壮語を吹

くぐらいなら、どう考えても自力だけでは出来

ないことは出来ないと認めるべきなのだ。その

ほうが結局は建設的なのだから。
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第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。

　我が国の教育格差の固定度は、国際比較して

みれば、ＯＥＣＤ諸国の中では高くも低くもな

い（因みに高い方の代表はアメリカ、低い方は

フィンランド）、真ん中ぐらいで、それをもって

松岡亮二『教育格差』では、日本を「凡庸な教

育格差社会」と呼ぶ。「ちゅうくらい」ではなく

「凡庸」という（マイナスの）価値観が滲む言

葉を敢えて使うところに、著者のこだわりがあ

る。これをなんとかせねばならん、と彼は強く

訴えているのだ。

　どうも違和感が持たれる。社会科学は、まず

は価値中立で、各種のデータを冷静に検討して、

この社会の有様を明らかにするところに本務が

あるはずだ。というのは言わば一種のタテマエ

であって、実際は「社会はこうあってほしい／

こうあるべきだ」という願望は誰にでもあるし、

それは実際社会研究のモーティベーションになっ

ているだろう。

　問題は、クールな社会分析と、「あるべき社会」

像との距離感。現実の条件を無視した「理想論」

は結局は生産的ではない。

　こんな譬えはどうだろう。野球の試合で、「バッ

ター全員がホームランを打てば、勝てる」とい

うのは。プロ同士の試合であっても、絶対にあ

り得ないとは言えない。第一、ホームランを打

つバッターは現にいる。他の選手だって、努力

してできないはずはない、……などとばかり言っ

ている人は監督やコーチにはなり得ない。ホー

ムランを打つ者も打てない者もいて、有名なホ

ームランバッターであってもいつも打つとは限

らない。総じて言えば、打てないことのほうが

多い。これを動かしがたい条件として、その上

で、なんとか勝てるように作戦を立てるのがプ

ロの仕事というものだ。

「何を当り前のことを」と言われるかも知れな

い。が、教育論議の世界では上の類の「理想論」

は決して珍しくない。「先生方がもっともっとち

ゃんとやれば教育はよくなるはずだ。現にすば

らしい成果を挙げている先生はいるのだから」

という具合に。もっとも、それはあくまで「理

想」であって、現実はなかなかそうはいかない

のだから、別に、地味に考えよう、というのな

ら、大人の態度であって、何も文句はない。

　困るのは、かなり本気で「理想」ばかり言い

立て、それこそが「教育論」だと思い込んでい

る人が多いように見受けることだ。何が困るの

かと言うと、二つあって、

（１）現実の困難には、解決策を考えるより、

むしろ積極的に目をつぶってしまいがちになる

こと。

（２）「それはできない」ということが、言葉や

現実で突きつけられると、「ではもう絶望だ」

となって話が終わってしまう。

　後者こそ、絶望的な事態と呼ばれるべきであ

ろう。夢のような理想論は、言葉は美しいが、

実際にはすぐにニヒリズムに結びつくのである。

　松岡たちを夢想家というわけではない。彼は

一方的な「理想」と「善意」だけで実施された

制度改革がひどい結果を招いた例として、「公立

高校の学校群制度」と「ゆとり教育」を挙げて

いる。前者は、高校間の学力格差を目立たなく

したが、その規制外にある私立学校の隆盛を招

いただけだし、後者は「ゆとり」即ち各家庭・

生徒の自由時間を増やしたことで、塾や家庭教

師などの教育手段を自力で与えやすいＳＥＳ上

位家庭を有利にした。

　ここで、この問題のための現実の条件の一つ

を明らかにしておこう。教育社会学以前に、多

くの人が教育格差が将来の希望実現と密接に結

びついていることを実感として知っているから、

むしろ学校在学中に格差が示されることこそ望

んでいる。特に、これによってよい結果を得る

ことを「前向きに」期待しているＳＥＳ上位家

庭はそうである。学校が生徒個々の格差を隠そ

うとするなら（日本の公立学校はその傾向が強

い）、別の手段で知ろうとする。教育行政はこれ

を無視し、学校群制度の他に、公立中学校から

都道府県全体を母集団とした偏差値を追放した。

その結果は、公立学校とは生徒と親に有用な指

標を与えようとしない、役立たずの制度・組織

だという印象だけを残した。

　この点でも、『教育格差』は示唆に富む。上

の二例を挙げ、トレード・オフのような「重い」

要素を考慮するのをいやがるような改革案は、

無益というより有害であることをちゃんと指摘

している。「教育に万能薬はない」（There is 

no panacea in education.）という言葉も

この本で初めて知った。それでも、改革を語る

段になると（第７章「わたしたちはどんな社会

を生きたいのか」）、とたんに情熱的な語り口に

なる。それが問題への取り組みの真摯さを示す

尺度になる、というのはよくある錯覚だが、著

者がそれに陥っていないことを願う。

　本書の前口上（prologue　Ｐ．015）は「人

には無限の可能性がある」なる、私などの若い

自分にはまだよく聞いたが（「人には〜」より

は「子どもには〜」の形が普通だったが）、近

頃では滅多に聞かれなくなった揚言から始まる。

敢えて言うが、これは端的にまちがい。人間と

は、時間的にも空間的にも限界がある生き物だ。

最低でも、寿命という時間的限界から自由な人

間などいない。

　それから、これもいただけない。「前例がない

こと（引用者註、社会から格差をなくすこと）

を達成するなんて無理だと諦めるのであれば、

目の前にあるのは茫漠な暗闇の中に漂いながら

わたしたちをせせら笑う虚無だけである」――
これは宮崎駿『風の谷のナウシカ』漫画版から

の言葉らしい（私もこの本は読んでいるが、こ

ういうのがあったかどうか忘れた）が、漫画や

アニメとは違って、世知辛い浮世＝憂き世を生

きている大人が口にするような言葉ではない。

人間社会である限り、常に格差はあったし、今

もある。これからも、とは、100パーセントの

確信をもっては言えないが、明日明後日なくな

ることはない、とは言える、と威張るほどもな

く自然に言える。

　それだと絶望だ、などと言われることには、

今は怒りを感じるようになった。「何様のつもり

だ？」。人間はいつでもどこでも、与えられた

条件の中で、「こちらのほうが幾分かはマシか」

を目指してシコシコ努力するしかない。「身の程」

がそういう意味だとすれば、萩生田は全く当然

のことを言ったまでである。

　著者だってそんなことはわかっているだろう。

しかし、こと教育となると、内容空疎な大言壮

語を言わねばならないという暗黙のルールでも

あるのだろうか、あまりに多く、それだけで過

ぎていく印象がある。もうやめませんか、この

風習だか癖だかは。

　それから、フェアではないことは承知で言う

と、著者たち学者はなんといってもデータ上の

プロフィール

本名鈴木敏男。茨城県の公立高校教諭（令和2年3月まで）。

かたわら、文章を書く。単行本に『学校はいかに語られた

か』『思想以前』『団塊の世代とは何だったのか』『軟弱

者の戦争論』など。

数値を見ていろんなことを言うのが仕事なので、

実際の子どもを知らない。で、以下、参考まで

に。

　底辺校（偏差値的に下位）教師として目に映

じたことで言うしかないが、彼らは、「格差社会」

なんて観念の中を生きているわけではない。喧

嘩したり失恋したりバイトしたりして、できる

だけ楽しく日々を送ろうとしている。勉強はし

ない。一般試験で大学へ進学する者は皆無だが、

家が金を出してくれさえすれば、ＡＯ入試や推

薦で入るのはけっこう簡単なので、どこの学校

でも年に十人ぐらいはいる。それでも、勉強は

しない。その習慣もなく、意欲もない。

　その理由は、著書にも書いてある。生徒本人

だけではなく、親を初め周囲の大人も、学習で

成功した体験に乏しく、これに関してあまりよ

い思いはしていないので、積極的な興味の持ち

ようがないのである。もちろん、勉強ができた

おかげで社会的に成功する人物がいるのは知っ

ているが、それは別世界の話、と言っても大げ

さではない。生徒が悪いわけではなく、潜在的

な能力の有無もわからないが、何しろ、彼らの

生活意識の中に、五教科の学習習慣を植え付け

るのは、口で言うほど簡単ではない。

【それに、さすがに大きな声で言うのは憚られ

るが、そうしたほうがいいのかどうか、彼ら自

身のため及び世の中のためになるのかどうか、

どうも確信がない。大学へ行くのは、行かない

よりは必ず幸せだと、100パーセントの確信を

持って言える人、いますか？】

　それでも、これに関してやるべきことはある。

いや、残念ながら私などにはただこのような場

所で細々と訴えるしか出来ないのだが、できれ

ば、社会全体で取り組むべきことはある、と訴

えたいことはある。

　それは、金の問題である。能力も意欲もある

のに、家の経済状態が悪くて進学を断念する中

高生は今も存在する。まず何から手を着けるべ

きかと言えば、まちがいなく彼らであろう。

　現在、七人に一人が貧困児童だと言われてい

る。そうなったのは、政府の経済政策の失敗に

因るところが大きい。その問題を正面から取り

上げるいとまはとうていないので、今は学校に

直接関係することだけｗ言うと、奨学金の充実

を期すべきだろう。現在の主流である貸与型だ

と、貸すほうも、借りた方も、破綻することが

多い（金を返さない者も返せない者もいる）、

というニュースは、悲惨だし、なんかケチ臭い。

経済大国としては恥ずかしいような話ではない

か。給付型にしても、百億もあれば、かなりの

数の低ＳＥＳ出身者の修学を有効に支援できる

のだから、教育格差は問題だと本当に思うのな

ら、やるべきなのである。

　こういうと、すべて学校以外でやることで、

教師は何もしないのか、それは責任逃れではな

いか、なんて声が聞こえてきそうで、うんざり

すると同時に腹立たしい。逆に問いたい。学校

にすべてを押しつけておいて、自分は夢物語を

語るか悲憤慷慨して見せるだけなら、結局あな

たにとって教育なんてどうでもいいのではない

か。それなら、そう認めたらよい。

　学校には特に関心のない人はたくさんいるし、

それもまた我々がぶつからねばならない現実の

条件の一つである。また、空疎な大言壮語を吹

くぐらいなら、どう考えても自力だけでは出来

ないことは出来ないと認めるべきなのだ。その

ほうが結局は建設的なのだから。
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生徒たちと考える「道・徳」の誕生　―『老子』を勝手に読む―
本荘　雅一（学修塾ダンデリオン塾長）

第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。

よ いか
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イノベーション

イノベーション

とも

これ

いにしえ

授業前の素読
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第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。

■著書紹介■
『心意伝承　遊働世界に生きる』（非売品）
http://gkdan.com/research/mind-inheritance/　
　で全文閲覧できます。書籍をご希望の方には献本
　致します。honjo@gkdan.com　までご一報くださ
　い。
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空を見る子供たち（39）

　井上まりは、いつも早めに来て本を読んでいる。

髪の毛が細いのか少ないのか、まりのおさげは頼り

ないほど細くて長い。まりは、来たばかりのガイチ

ャを振り返って話しかけた。おさげが踊る。

「ガイチャはさ、このテスト受けるのいやじゃな

い？これから毎月でしょ。」

ガイチャは、驚いたような甘い笑みを浮かべた。

「べ〜つに〜。」

「私ね、あまり好きじゃない。」

「え〜っ、なんで？好きとか嫌いとかって考えたこ

とないな。そんなこと言ってられないんじゃないの。

なんでイヤなの。」

ガイチャは、次回のテストの申込用紙と受験料を手

に持ったまま、井上まりの浮かない顔を見つめた。

「なんでって・・・。」

「井上さんは、受ける高校ってもう決まってるの。

オレは、まだ全然決まってないから、だからさ、自

分の受ける高校のレベルとか知らなきゃ困るし。高

校を絞っていかなきゃならないんだ。それに頑張れ

ば結果が上がってくるから、楽しくない？オレ、第

一、そろそろ高校決めなくちゃならないんだ。」

「ガイチャは、ポジティブだね。おうちの人に何か

言われないの？」

「べ〜つに〜、うちの親は井上さんとこと違って、

高いこと求めてないし、ま、期待されてないってこ

とかな。」

「あ〜あ、もうすぐ結果、来るよね。」

まりは、左手でおさげの先をクルクル廻していた。

「親の言う事でそんなに落ち込むんだ。オレなんか

さ、今時、今時だよ、部活の顧問に後輩の指導に週

１か2は部活に顔を出せって言われててさ、すんご

く、迷惑してるんだけどさ。」

「ガイチャ、行ってるの、部活。」

来たばかりの雄太が口を挟んだ。

「たまにはね。すんごく迷惑だけど、逆らうのもめ

んどくさいしさ。雄太は、もともと何も言われなく

ていいよな。」

雄太は、乾いたハスキーボイスで笑った。

やがてみんな揃って、授業が始まった。

　毎月、ただ業者テストを受けるだけで中学3年生

は少しずつ緊張の渦にのみこまれていく。

　埼玉県の中学3年生は、高校選択の指針を得るた

めに9月から12月・1月まで毎月こぞって業者テス

トを受ける。業者は長い年月のデータの蓄積がある

ので、私立高校・公立高校の進学実績等多くの情報

を持っている。その信頼度も高く80%以上の県内中

学3年生が受験する。

　この業者テストは、過去には中学校内で行われて

いた。中学校の教員が生徒の進路指導にこの資料を

使い、公立高校・私立高校の割り振りのようなもの

が行われた。業者テストが授業時間内に行われたこ

とや、その他の問題も発覚した。これに対して、旧

文部省は全国の中学校に対して学校内における“校

内業者テスト禁止”を行った。いわゆる“業者テス

ト追放”問題である。マスコミ等でも連日取り上げ

られた。

　全てが「業者テスト」が悪であるかのような袋叩

きに遭遇しながらも、埼玉県最大の業者テストは、

無言のまま改革に取り組んだ。これまでの中学校や

私立高校との特別な取引は一切取りやめ、中学3年

生個人が任意でテストを受け、その結果も個人のも

のとなることを徹底した。業者テスト創業者は創業

時の標準テストの初心貫徹に挑んだのだった。そし

て、このテストが公正公平に受験生に役立つように

徹底したのだった。それは、すぐに信頼を回復し、

支持されていき今日にある。

　9月のテストが終わると、中学3年生は次々と10

月のテストの申し込み用紙と代金を持ってくる。そ

れを代行で塾がまとめて銀行に振り込む。

　雲一つない秋晴れの空は快適な青だ。どこまでも

青だ。次回の業者テスト受験料を銀行に振り込み、

山　　えつこ（教育アドバイザー）

外へ出た。

　昨日、柳ひびきが公立高校1校しか受験しないと

言って来た。すべり止め校を受験しないという。ひ

びきの中学校の評価はかなり低く、業者テストでは

それほど低くはない。公立1校受験となると、かな

りランクを下げて受験することになるだろう。ひび

きは人とのコミュニケーションがうまくない。やや

もすると、相手に不快感を与えかねない話し方をす

る。ご両親のお話を伺ってみなければならない。親

子喧嘩をそのまま思い込んでしまう生徒もいるから

だ。

　銀行の駐車場へ行こうとしたときだった。

　ふとか細い声がした。

「先生・・・。」

振り向くと懐かしい顔があった。

「鮎子ちゃん・・・。」

鮎子ちゃんは小学校1年生の時から誰とも話をしな

くなった子で、5年の時から中学1年の途中まで塾に

来ていた。その後については、ガイチャから、“鮎

子ちゃんは中学校に来ていないみたいだよ”と聞い

ていた。

「先生、・・・。」

初めて聴く鮎子ちゃんの声だった。

「まあ、鮎子ちゃん。元気してた？」

「・・・。」

ゆっくりあたまをこくりと下げた。戸惑いの目が浮

遊していた。次の言葉を待ったが、鮎子は以前と同

じように口元をもぞもぞしている。

その時黒いワンボックスカーからお母さんが笑いな

がら降りてきた。

「先生、御無沙汰しています。」

鮎子と私を見比べてにこやかに頭を下げた。鮎子は

お母さんから目をそらし、そのまま車の後部に乗り

込むとドアを閉めてしまった。成長したその後ろ姿

は、女性らしい丸みを帯びていた。

「・・・、アユコったら。」

お母さんは、苦笑いをした。

「あの子ったら、先生を見つけたら、一人でとび降

りていったんですよ。よっぽど声をかけたかったの

だろうけどね。」

「あ、声をかけてくださったのですよ。鮎子ちゃん、

“センセイ”って、呼んでくださったのです。」

「えっ、そうですか。鮎子が・・・。」

「お元気そうで、なによりです。よかったわ。」

鮎子の学年はガイチャたちと同じだから中学3年生

のはずだ。

「センセ、鮎子は今ではずーっとほとんど学校に行

けてなくって、ウチにいるんです。それに今でも家

族以外とはしゃべっていないんです。だから、先生

に声をかけたって、なんだか信じられません。」

「まあ、そうなんですか、うれしいわ。鮎子ちゃん

は、お家では、どんな様子ですか。」

「うちでは前みたいに暴れたりはないんですよ。ご

飯を作るのをよく手伝ってくれます。後片付けなん

かもよくします。」

「そうですか、えらいですね。」

「でも、私は、学校に行ってほしいんですよ。半ば

あきらめていますけど。学校の話をすると、あれで

とても悲しそうな顔をするんですよ。たまには暴れ

たりもするんです。」

お母さんは笑った。

「では、あのまま中学1年から、・・・。」

「そうなんですよ。今では、中学校の方も1週間に

一度来て少し話をして帰るだけです。なんだか学校

の先生に申し訳ない気がしています。」

「じゃあ、お勉強の方もあのままですか、少しはな

さって、・・・。」

お母さんは恥ずかしそうに頭を横に振った。

「私も教えられませんしね。・・・あ、先生、ありが

とうございました。じゃあ、これで。」

「鮎子ちゃんにまたお手紙、書かせていただきます。」

「アユコ、喜びます。じゃあ、失礼いたします。」

スモークのかかった車のガラスの中はこちらから何

も見えない。　

　見えるのは窓カラスに映ったスッキリした青空ば

かりだった。

　虚しいほどの青空を見ながら、どうにか時間を作

って鮎子ちゃんの学習指導してあげたいと心底思っ

た。鮎子ちゃんは、毎年年賀状を出してくれる。た

どたどしい字で丁寧に書かれている。学習塾という

立場で、どこまで介入できるものか。

第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。
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　井上まりは、いつも早めに来て本を読んでいる。

髪の毛が細いのか少ないのか、まりのおさげは頼り

ないほど細くて長い。まりは、来たばかりのガイチ

ャを振り返って話しかけた。おさげが踊る。

「ガイチャはさ、このテスト受けるのいやじゃな

い？これから毎月でしょ。」

ガイチャは、驚いたような甘い笑みを浮かべた。

「べ〜つに〜。」

「私ね、あまり好きじゃない。」

「え〜っ、なんで？好きとか嫌いとかって考えたこ

とないな。そんなこと言ってられないんじゃないの。

なんでイヤなの。」

ガイチャは、次回のテストの申込用紙と受験料を手

に持ったまま、井上まりの浮かない顔を見つめた。

「なんでって・・・。」

「井上さんは、受ける高校ってもう決まってるの。

オレは、まだ全然決まってないから、だからさ、自

分の受ける高校のレベルとか知らなきゃ困るし。高

校を絞っていかなきゃならないんだ。それに頑張れ

ば結果が上がってくるから、楽しくない？オレ、第

一、そろそろ高校決めなくちゃならないんだ。」

「ガイチャは、ポジティブだね。おうちの人に何か

言われないの？」

「べ〜つに〜、うちの親は井上さんとこと違って、

高いこと求めてないし、ま、期待されてないってこ

とかな。」

「あ〜あ、もうすぐ結果、来るよね。」

まりは、左手でおさげの先をクルクル廻していた。

「親の言う事でそんなに落ち込むんだ。オレなんか

さ、今時、今時だよ、部活の顧問に後輩の指導に週

１か2は部活に顔を出せって言われててさ、すんご

く、迷惑してるんだけどさ。」

「ガイチャ、行ってるの、部活。」

来たばかりの雄太が口を挟んだ。

「たまにはね。すんごく迷惑だけど、逆らうのもめ

んどくさいしさ。雄太は、もともと何も言われなく

ていいよな。」

雄太は、乾いたハスキーボイスで笑った。

やがてみんな揃って、授業が始まった。

　毎月、ただ業者テストを受けるだけで中学3年生

は少しずつ緊張の渦にのみこまれていく。

　埼玉県の中学3年生は、高校選択の指針を得るた

めに9月から12月・1月まで毎月こぞって業者テス

トを受ける。業者は長い年月のデータの蓄積がある

ので、私立高校・公立高校の進学実績等多くの情報

を持っている。その信頼度も高く80%以上の県内中

学3年生が受験する。

　この業者テストは、過去には中学校内で行われて

いた。中学校の教員が生徒の進路指導にこの資料を

使い、公立高校・私立高校の割り振りのようなもの

が行われた。業者テストが授業時間内に行われたこ

とや、その他の問題も発覚した。これに対して、旧

文部省は全国の中学校に対して学校内における“校

内業者テスト禁止”を行った。いわゆる“業者テス

ト追放”問題である。マスコミ等でも連日取り上げ

られた。

　全てが「業者テスト」が悪であるかのような袋叩

きに遭遇しながらも、埼玉県最大の業者テストは、

無言のまま改革に取り組んだ。これまでの中学校や

私立高校との特別な取引は一切取りやめ、中学3年

生個人が任意でテストを受け、その結果も個人のも

のとなることを徹底した。業者テスト創業者は創業

時の標準テストの初心貫徹に挑んだのだった。そし

て、このテストが公正公平に受験生に役立つように

徹底したのだった。それは、すぐに信頼を回復し、

支持されていき今日にある。

　9月のテストが終わると、中学3年生は次々と10

月のテストの申し込み用紙と代金を持ってくる。そ

れを代行で塾がまとめて銀行に振り込む。

　雲一つない秋晴れの空は快適な青だ。どこまでも

青だ。次回の業者テスト受験料を銀行に振り込み、

北海道生まれ。さいたま市在住。教育アドバイザー。「ア

ルプ学習塾」塾長。著書『高校入試超基礎がため国語』旺

文社。平成6年〜26年、高校入試研究会「高校入試サーチラ

ト」代表。

プロフィール

外へ出た。

　昨日、柳ひびきが公立高校1校しか受験しないと

言って来た。すべり止め校を受験しないという。ひ

びきの中学校の評価はかなり低く、業者テストでは

それほど低くはない。公立1校受験となると、かな

りランクを下げて受験することになるだろう。ひび

きは人とのコミュニケーションがうまくない。やや

もすると、相手に不快感を与えかねない話し方をす

る。ご両親のお話を伺ってみなければならない。親

子喧嘩をそのまま思い込んでしまう生徒もいるから

だ。

　銀行の駐車場へ行こうとしたときだった。

　ふとか細い声がした。

「先生・・・。」

振り向くと懐かしい顔があった。

「鮎子ちゃん・・・。」

鮎子ちゃんは小学校1年生の時から誰とも話をしな

くなった子で、5年の時から中学1年の途中まで塾に

来ていた。その後については、ガイチャから、“鮎

子ちゃんは中学校に来ていないみたいだよ”と聞い

ていた。

「先生、・・・。」

初めて聴く鮎子ちゃんの声だった。

「まあ、鮎子ちゃん。元気してた？」

「・・・。」

ゆっくりあたまをこくりと下げた。戸惑いの目が浮

遊していた。次の言葉を待ったが、鮎子は以前と同

じように口元をもぞもぞしている。

その時黒いワンボックスカーからお母さんが笑いな

がら降りてきた。

「先生、御無沙汰しています。」

鮎子と私を見比べてにこやかに頭を下げた。鮎子は

お母さんから目をそらし、そのまま車の後部に乗り

込むとドアを閉めてしまった。成長したその後ろ姿

は、女性らしい丸みを帯びていた。

「・・・、アユコったら。」

お母さんは、苦笑いをした。

「あの子ったら、先生を見つけたら、一人でとび降

りていったんですよ。よっぽど声をかけたかったの

だろうけどね。」

「あ、声をかけてくださったのですよ。鮎子ちゃん、

“センセイ”って、呼んでくださったのです。」

「えっ、そうですか。鮎子が・・・。」

「お元気そうで、なによりです。よかったわ。」

鮎子の学年はガイチャたちと同じだから中学3年生

のはずだ。

「センセ、鮎子は今ではずーっとほとんど学校に行

けてなくって、ウチにいるんです。それに今でも家

族以外とはしゃべっていないんです。だから、先生

に声をかけたって、なんだか信じられません。」

「まあ、そうなんですか、うれしいわ。鮎子ちゃん

は、お家では、どんな様子ですか。」

「うちでは前みたいに暴れたりはないんですよ。ご

飯を作るのをよく手伝ってくれます。後片付けなん

かもよくします。」

「そうですか、えらいですね。」
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立場で、どこまで介入できるものか。

第７回　天に配す

善く士たるものは武ならず。善く戦う者は怒ら

ず。善く敵に勝つ者は与にせず。善く人を用うる者

はこれが下と為る。是を不争の徳と謂い、是を人の

力を用うと謂い、是を天に配すと謂う。古の極なり。

　　　　　　　　　　 (『老子道徳経』下編徳経 )

【大体の意味内容】

立派な武士は、決して武張った態度を取らない。

すぐれた戦士は、怒りに支配されない。よく敵に勝

つ者は、相手が望む戦闘パターンに巻き込まれた

りはしない。上手に人を使用する者は、その人に対

してへりくだり、謙虚に対応する。これを「不争の

徳」すなわち他人と争うことなく敵味方ともに合

わせ呑むような仁徳というのである。またこれを、

「人の力を活用する」つまりその人が、「誰かの命令

に従って仕方なく労働する」のではなく、自ら進ん

で力を尽くそうという意欲や身体能力を発揮しや

すい状況を整え、活かすことなのである。こうした

ことを総じて「天に配す」といって、人間同士の矮

小な論理をぶつけ合い消耗しあうことなく、天の

摂理・原理といった大いなる合理性にすべてをゆ

だねてしまうことだ。それこそが太古から働く

「道・徳」の極致である。

若い力を活かす

2002（平成十四）年にサラリーマンでありなが

らノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏がＮＨＫ

スペシャル『“ノーベル賞会社員”田中耕一の 16年

と提言』（2018 年放送）で取り上げられたことがあ

りました。

自分の「業績」が本当にノーベル賞に値するのか

疑問を持ち、受賞後も「これからの自分に何ができ

るのか」と十六年間苦しみ続けてきたとか。

「一滴の血液でアルツハイマー等、あらゆる病気

を早期発見する」技術を確立するべく、名もないけ

れど可能性を秘めた若手研究者たちを発掘しては

雇用し、共同研究に取り組む、そんな歳月だったと

言います。そうして遂に、アルツハイマーの早期発

見を可能にするタンパク質を発見したのです。こ

れが医療の現場に実用化されるようになれば、治

療の技術革新が起きるのは間違いないと評価され

ています。

「スマホとかＳＮＳといった技術革新が日本か

ら起こらないのはなぜか」とアナウンサーから質

問された田中氏の答えが素晴らしい。

「イノベーションというのは奇抜なことをする

のではありません。本来の意味が、『関係なさそう

な事柄を、それまでとは異なるやり方で新しく結

び付けること』です。従来の地道な努力や失敗を否

定するのではなく、そうしたことに新しい解釈を

加えて、何か発見できれば、それがイノベーション

なのです。私自身が失敗だらけの人間ですし（笑）」

スマホのような、目立った新しいものばかりが

「イノベーション」ではなく、人同士や、ヒトとモ

ノ、モノとモノとの新しい関係を構築してゆくこ

とが、既にして「イノベーション」であると。

「天才ならこんな失敗しないだろうなというこ

とを、私は素人だから犯してしまう。でも素人だか

ら、自分の愚かしさに気づかずやり続けてしまうん

で、そのおかげでたまたま新しいことを発見できて

しまった。それが私のノーベル賞だったんです。」

受賞によって広がった人脈や学会へのかかわり

を通じて、埋もれたままの若い才能たちに協力を

呼びかけ、「部下」となってくれてからも最大限、敬

意を払って盛り立ててきたそうです。

つまり田中氏は受賞後こそ旺盛に、地べたに這い

つくばうようにして研究活動に邁進してこられた。

感動しました。

「次の『シーズ（種）』を育てるのも、先達者の務め

なのですね」とアナウンサー。

でも田中氏の穏やかな表情は、（私は「先達」では

なく、彼らに「友人」になってもらったんですよ）と

語っていました。

研究を成し遂げるのも、自分ひとりの力ではで

きない。柔軟な発想を持ち、失敗を恐れず、根気よ

く取り組める若い力ができるだけたくさん発揮さ

れてこそ、ほんとうの成果が得られると、田中氏は

知っているのです。老子の言う、「人の力を用う」で

あり、「天に配す」ことなのでしょう。

危機という変革期

新型コロナウィルス感染のパンデミックによ

り、緊急事態宣言が発令され、経済的な大打撃を全

世界が被っています。

学校も、埼玉県は三カ月の長期にわたって休校

となりました。学習塾も規模によって休業要請の

対象となったり、そうして子どもたちの教育補償

については対応がまちまちになるという、深刻な

事態に陥ったのです。だがそれよりも、データはな

いが、生活のリズムを崩壊させてしまったり、ゲー

ム障害に移行してしまったり、家庭内での虐待が

エスカレートしてしまったりといった事例が、増

加してしまっているであろうことが懸念されま

す。現場の感覚で、それはある程度分かるからです。

十分、人生が狂います。

かえって、小さな学習塾こそが、この危機を乗り

越えてゆくための鍵になるとも言えましょう。学

校の受け皿ともなり、子どもたちの生命活動、知性

涵養の助けとなり、かれらの未来を護る。決して流

行の先端を走ったり牽引したりするわけではない

が、本当に必要な脱皮や孵化は遂げてゆける、それ

が分かってきました。

このウィルスがコウモリ等の動物から自然に感

染してしまったものか、武漢の細菌研究所から流

出したものか、意図的に流されたものか、米軍に持

ち込まれたものか、ビル・ゲイツが黒幕の陰謀か、

様々なことが言われていますが、いずれにせよこ

の未曽有の危機的状況の中で、様々な変革も、多方

面で起きています。

テレワークとかオンラインミーティングとかが

すっかり日常会話の中で定着しました。今まで自

分の意思では実現できなかったことや、変えられ

なかったことが、何か抗えない事象を通じて一気

に実現したり、変革したりした、そういう面がある

ことも否定できません。ダンデリオンですらオン

ライン授業が始まってしまいました。我ながら

びっくりです。

きっかけは何であれ、様々なところに宇宙の意

思が働いており、一見、自分の意思とは無関係なよ

うに見えることに動かされたり生かされたりする

ことがある。

でもそれも本当は、無意識の自分の意思だった

のかもしれません。

何か見えない、知ることのできない深いところ

で、サムシング・グレートとのつながりを、感ぜざ

るを得ません。
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4.12(木)　「新しい事業保険の紹介」　　自粛要請のため休会
　
5.21(木)　書名決議による「理事会」招集　　市民会館おおみや　10:00～12:00

6.18(木)　第34回通常総会　　　　　　　　　市民会館おおみや　10:00～12:00

        

　

新井　惠詞（新井塾塾長）

　突然の全国休校宣言があったのが2月27日、埼

玉県公立高校入試の前日のことでした。その後、日

を追うごとに感染が拡大し、卒業式等、様々なイベ

ントが中止や縮小されました。当塾では、3月に新

年度スタートとしております。このころは、マスク

着用、教室内の消毒、常時換気などの感染予防対策

を行い、通常の授業を行っておりました。

　当塾では春期講習等は行わず、例年3月末の1週

間を休塾とし、新年度に向け充電する期間（家庭学

習期間）としております。そのため、今年も 3月

27日〜4月2日を休塾といたしました。そして、4

月 3日より午前の部、午後の部、夜の部と1クラ

ス（18名程度）を3つ（6名程度）に分割する分

散授業を実施いたしました。当塾は集団授業のため、

クラス間の学習進度を統一させることに苦労いたし

ました。このころ一気に全国的に感染が広がり、当

塾の近隣のときがわ町、東松山市などで感染が報告

され、生徒保護者にも最も緊張が走った時期でもあ

りました。4月8日に緊急事態宣言が発表されまし

たが、当塾は 100 平米以下の小規模塾ですので、

特措法の対象はもちろん、休業要請施設にも該当し

ませんので、そのまま感染予防対策をとりつつ分散

授業を行っておりました。

　しかし、その後4月12日に生徒保護者に発熱症

状が続いているとの知らせを受け、周囲の助言もあ

り4月13日より26日まで完全に休塾とし、生徒

には課題を渡し、家庭学習での対応となりました。

これほど長い期間休塾した経験がありませんでした

ので、非常に不安を感じながら日々過ごしておりま

した。当初は乗り気でなかったオンライン授業の準

備もこの休塾期間に行いました。

　地域の感染状況、生徒保護者の希望を考慮し、4月

28日より分散での対面授業、オンライン授業併用

（ZOOM での授業ライブ中継）で授業を再開いた

しました。その後GW連休中も休塾期間の振替授

業を行い、この体制で1か月間授業を行いました。

　そして、6月1日の県内小中学校再開を受け、分

散授業を中止することにいたしました。それに伴い、

生徒机に飛沫感染防止のシールドを取り付けるなど

して、感染予防対策を徹底し、現在、通常授業とオ

ンライン授業を併用して行っております。

　当塾でオンライン授業を初めて実施いたしました

が、勉強不足から、まだ対面授業と同じ質の授業を

提供できておりません。今後は、オンラインと対面

を併用するのではなく、完全にオンライン授業に移

行したほうがスムーズな授業展開になるように感じ

ます。しかし、当地域では、生徒の家庭によって通

信環境に大きな違いがあるのが実情です。今後は、

この課題を解決

できるよう、オ

ンライン授業に

関する研究をす

るとともに、当

塾でできること

を続けていきた

いと考えており

ます。

　　　

新型コロナウイルス感染拡大における自粛要請期間中の自塾の様子について

●SSK活動の記録
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SSK顧問　社会保険労務士 高橋　裕

・業務内容

① 雇用・人事に関する相談

② 労働保険・社会保険に関する相談

③ その他、労働関係諸法令、労働保険・社会保険関係諸法令に関する相談

・相談窓口

埼玉県私塾協同組合　本部事務局　坂田義勝

TEL：049-224-7193　FAX：049-224-3342

F-Mail  sakata2451@nitfy.com

「労務関係のご相談は、私にお任せください！」

「塾ジャーナル」
教務・運営・集客にかかわる情報はこの一冊に

定期購読の
ご　案　内

プレゼント
コーナーも
　あります

塾ジャーナルは、学校と塾を結ぶ唯一の情報誌として、塾長や生徒募集にかかわる

先生方に購読していただいています。興味深い記事や生徒募集のアイデアが満載

の塾ジャーナルへの定期購読をぜひ、お申し込みください。

年間（6冊）購読料9,000円〔送料込〕

…お申し込みは…

（株）ルックデータ出版「塾ジャーナル編集部」
〒540-0012  大阪市中央区谷町1-3-23  大手前愛晃ビル304
TEL：06-4790-8630　FAX：06-4790-8640
E-mail:lookdata@manavinet.com
詳しい情報はhttp://www.manavinet.comをご覧ください。

4.12(木)　「新しい事業保険の紹介」　　自粛要請のため休会
　
5.21(木)　書名決議による「理事会」招集　　市民会館おおみや　10:00～12:00

6.18(木)　第34回通常総会　　　　　　　　　市民会館おおみや　10:00～12:00
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学校
法人 藤枝学園 藤枝明誠中学校・高等学校

入学試験日

◎特待生募集　特典
①入学金・授業料免除
②奨学金授与（入試上位者）

【過去5年間　大学合格実績】
東京大学 5名、京都大学 4名

北海道大学、東北大学、名古屋大学、大阪
大学、九州大学、筑波大学、東京外国語大
学、横浜国立大学、浜松医科大学、早稲田
大学、慶応大学、上智大学等、卒業生の90％
が現役で4年制大学に進学します。

令和3年2月2日（火） 令和元年度国際教養コース卒業生（29名）
英検取得実績　準 1級5名、2級28名
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〒153-0041 東京都目黒区駒場2-8-1 横山ビル1F  TEL03-5478-7066
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下記本部事務局にお問い合わせ頂け
れば、早速申込書をお送り致します。
定例会・イベント等もお気軽にお越
し下さい。

【本部事務所】

〒350-0822 川越市山田東町1707-3

英進学院内：坂田　義勝

TEL 049-224-7193

FAX 049-224-3342

【広報事務局】

〒344-0059 春日部市西八木崎3-17-7

戸田　敦子

TEL 048-763-3886 FAX 048-763-3892

E-mail:ats001@mtg.biglobe.ne.jp

埼玉県私塾協同組合事業ご案内
☆通常総会　☆定例会（隔月）：各種研修会等の報告、得意

分野等の実践報告、教育や経営情報等の交換会　☆中高

入試説明会（年1回）　☆全国研修大会（私塾協同組合連合

会）参加　☆組合忘年会　☆私塾フェア　☆機関誌「SSK

REPORT」発刊：組合広報活動　☆組合公式Webサイト

運営　☆メール、FAX等による情報交換　☆「公立・私立」

の合同フェア後援活動　☆協同組合連合会及び友好団体

との情報交換活動　☆受験情報速報　☆協賛企業による

特別価格物品販売　☆顧問税理士による税務相談：豊野

会計事務所

33



◆  埼玉県私塾協同組合加盟塾一覧(2020年5月31日現在・順不同)  ◆
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138
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141

142

英才予備校伸学院

雅学習塾

東大セミナー

小泉塾

学習舎

教育学院

英進学院

ステップ

木下英数教室

新井塾

時習学館

花田義塾

早野塾

歩学舎

野田塾

関根教育教室

彩北進学塾

一橋ケンアイ

エルモカレッジ

エルモゼミナール

ソロモン総合学院

サイエイスクール サイエイ・インターナショナル

吾妻稲門ゼミ

岡山ゼミナール

セルモ川越新宿教室

栄和スクール

学研CAIスクール志木幸町校

学修塾  ダンデリオン

名学館ライフガーデン東松山

オンライン塾LeAD

ジェイソン学習塾

学習空間埼玉西部エリア

学習塾ひまわり館

山口　　伯

荒瀬　雅美

吉田　憲世

小泉 明

戸田　敦子

岡村　麗子

坂田　義勝

山田　千里

木下　和子

新井　惠詞

深野　正己

佐藤　祐輔

早野　正峰

丹羽 恵美子

野田　純子

関根　紀勝

蓮　　克彦

川邉　洋一

小川　久美

鈴木　亮介

内藤　潤司

福島　　隆

根本　義明

岡山　亮一

大久原 秀一

高橋　義幸

本荘　雅一

島　　秀史

高野　　勉

山田慎太郎

坂井　　尊

今井はるか

越谷市弥十郎727-13

草加市遊馬町286

南埼玉郡白岡町実ヶ谷1080-2

熊谷市拾六間713-2

春日部市西八木崎町三丁目17番7号

さいたま市緑区大牧690

川越市山田東町1707-3

さいたま市浦和区北浦和5-15-16

さいたま市見沼区御蔵72-12

比企郡嵐山町菅谷249-28

越谷市大間野5-213

越谷市花田4-18-22

草加市谷塚仲町325-6

ふじみ野市旭1-13-56

鴻巣市生出塚1-13-9

北足立郡伊奈町小室2268-146

深谷市栄町17-2

深谷市上柴町東5-5-20 アーバンYS106-101

草加市谷塚225

草加市草加3-3-32ミキハイツ１C

狭山市中央1-4-13

さいたま市北区宮原町2-127-1

所沢市北秋津116-17

越谷市赤山町1-41-2

川越市新宿町5-6-14

さいたま市桜区町谷2-25-14　フラッツ町谷1FC号

志木市幸町3-4-10  JSHIF

川口市東本郷1131-1  第二寿マンション102

東松山市あずき町4-8-3

東京都目黒区駒場2-8-1　横山ビル1F

北足立郡伊奈町学園2-82-2

川越市新宿町6丁目26-4

上尾市原市576  複合施設花咲村D区画

048(977)2803

048(928)3540

048(769)2731

048(532)0683

048(763)3886

048(874)0791

049(224)7193

048(832)2312

048(686)1146

0493(62)8101

048(986)9521

048(964)1184

048(927)1351

049(261)9062

048(541)2249

048(723)5410

048(575)3291

048(573)8919

048-928-1800

048-951-1380

04（2959）3750

048（669）0503

04（2925）8934

048（962）4000

049（265）8433

048（767）3984

048（424）4131

048（430）7217

049（335）4119

03（5478）7066

080-3319-7787

049-238-0030

048-708-4412

コード 塾　　名 代表者名 電　　話住　　　　所

sakawa-school
@mol.tialink.ne.jp
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●編集後記

●報告・執筆協力者

井上正美（大妻嵐山中学・高等学校校長）／清水直樹（文京学院高等部校長）／小浜逸郎（評論家・国士舘大学客員教授）／早乙女勤（私立

明法中学・高等学校元教頭）／布浦万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）／大水秀樹（東星学園中学校高等学校  数学科）

／宇野和秀（椿峰進学塾長・一般社団法人全国教育問題協議会理事）／由紀草一（元茨城県公立高校教諭）／本荘雅一（学修塾ダンデリオ

ン塾長）／山　えつこ（教育アドバイザー）／新井惠詞（新井塾塾長）／坂田義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

今回から小欄を担当することになりまし
た本荘雅一と申します。よろしくお願いいた
します。

特に新型コロナ禍についての特集を組ん
だわけではないのですが、期せずしてこの問
題について論じられた原稿が多く、今は避け
て通ることができない、というよりも、ひと
こと言わずにはおれない論点、となっている
ことが浮き彫りになりました。

由紀草一氏はコロナ禍に直接言及してい
るわけではありませんが、「学校にすべて押
しつけておいて、自分は夢物語を語るか悲憤
慷慨して見せるだけなら、結局あなたにとっ
て教育なんてどうでもいいのではないか。」
という氏の雄たけびを読むと、学費や生活費
を賄いきれず学業からリタイヤせざるを得
ない若者を放置する政府への声とも聞こえ
ます。

新しい生活様式の一環としての新しい授

業形態について、「オンライン授業が、生徒の
細かい息使いや直に感じる心の繋がり、微妙
な表情を読み取るのに対面授業よりも効果
があるとはどうしても思えない」「私たちは
将来どのように科学技術と関わっていけば
いいのか」（宇野和秀氏）といった疑問も呈さ
れました。

そもそも「緊急事態宣言は必要なかった」
と断定される小浜逸郎氏の主張は衝撃的で
した。少なくとも、自粛もやむを得ない、耐え
るしかない、と多くの国民が淡々と受け入れ
ている今の状況を、「何かおかしいのではな
いか」と考えてみるべく、促してくださいま
した。
「万葉集〜」の布浦万代氏は、天平年間の天

然痘流行の際の「隔離政策」を紹介し、「この
時の政府は、天然痘対策として租税の免除や
作付け籾を提供し、あるいは病人や体の弱い
人には食べるものを与えたりしている」と指

摘されています。現行政府の消費税増税や
「種苗法改正法案」（これは、農家が作物から
次年度のための種を自家採取することを禁
止し、毎年種苗業者から買わねばならない、
古代の出挙のようなもの。欧米の穀物メ
ジャーが参入してくれば、風土に合った在来
種が駆逐されかねません）と比べてみるべき
でしょう。

私自身も、コロナ禍のような何か抗えない
ものの渦中に放り込まれた時に、かえって自
己変革も起きることの驚きを述べさせてい
ただきました。
「特集」という形をとらなかったからこそ、

皆さんがそれぞれの問題意識で自由に、そし
て偽らざる怒りのようなものを、吐露された
のだと思います。いつになく尖った号、読み
応えのある論考群になりました。

（表紙デザイン　沢辺　均）

 （本荘雅一）

ゼロサイズ版下になってます　438×311
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